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「理科教育のあゆみ」

第５２集の発刊に寄せて

宮城県連合小学校教育研究会

理科研究部会長 飯村 俊幸

震 災 後 ３ 年 が 経 とう と して い ま す。 未

だに理科室だけでなく理科関係の器具・機

材が十分でない状況が続いている学校，児

童数の減少に伴う統廃合の影響で会員数が

減少し活動に影響が出ている地区等，様々

な困難を抱えながらも，平成２５年度の宮

城県小学校教育研究会理科研究部会は，８

つの地区で，それぞれの特色を生かしなが

ら震災前と同じような形での活動が行われ

ました。会員の皆様の理科教育への強い思

，「 」いと熱意が感じられると共に 例年通り

という言葉がありがたく感じられました。

また，本年度から防災教育が実質的にス

タートしました。各校での実情に合わせた

防災教育が行われていることと思います。

宮城県は被災地であるだけに一層重要なも

のとなります。なかでも，理科教育の果た

す役割は大きなものと考えます。

このように理科教育の重要性が増してい

る中，本年度の宮城県小学校理科研究大会

は大崎地区が主管となり 「実感を伴った，

理 解 と 科 学 的 な 考 え 方 が で き る 児 童 の 育

成」を大会主題として開催されました。授

業研究や研究発表会を通して “実感を伴，

った理解”を図るための指導法や評価の在

り方が明らかになったのではないでしょう

か。我々，理科教育に携わる者は，授業を

通して自分達の力量を高めていくことが大

切 で あ る と 改 め て 感 じ る こ と が で き ま し

た。大崎地区会長古川東中学校門間進校長

先生をはじめ，授業を提供して下さった古

川第五小学校の千葉孝行先生，研究発表の

涌谷中学校白戸剛司先生，大河原小学校高

橋大介先生，そして，大会を支えて下さっ

た大崎地区理科研究部会の会員の皆様並び

に後援していただいた関係諸機関の皆様に

改めてお礼申し上げます。

さて 「理科教育のあゆみ」の発行も回，

， 。を重ね ５２集を数えることとなりました

今回も「研究発表 「実験工作のページ」」

， 。等 大変内容の充実したものとなりました

いずれも，会員の皆さんが日々の理科の指

導を通して工夫し，改善した点等，実践に

裏付けされたものが掲載されています 昨。「

年度の第５１集にとりあげられた実験方法

を試してみたら，うまくいきました 」と。

いう嬉しい声も寄せられました。５２集の

「理科教育のあゆみ」も，きっと明日の授

業に役立つものになると思います。

第５２集の発行に際し，寄稿していただ

いた会員の皆様に感謝すると共に，編集委

員 長 の 木 町 通 小 学 校 阿 部 英 徳 先 生 を は じ

め，各地区の編集委員の先生方に感謝した

いと思います。
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大河原地区の自然 
～仙南地域で見られる自然～ 

 

安山岩の柱状節理  白石市岩崎山         白石市小原にある「材木岩」 

 

通称「菊面石」 白石市白川産の球状閃緑岩  丸森町大内地区にある「イワウチワ」の 

コルシカ島と白石にのみに産出する               群生地 

 

村田町「蛇藤」昔話にもなっている。       丸森町大張地区にある「棚田」 
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期 日 
 平成２５年１１月８日（金） 
会 場 
 研究授業 小学校 大崎市立古川第五小学校 
      中学校 大崎市立古川南中学校 
 開会式・授業検討会・研究発表会・閉会式 

大崎生涯学習センター 
日程 
 １３：１５        受付 
 １３：２０～１４：１５  研究授業 
 １４：４０～１４：４５  開会行事 
 １４：４５～１５：２５  授業検討会 
 １５：３０～１６：２０  研究発表会 
 １６：２０        閉会行事 
主催 
 宮城県連合小・中学校教育研究会 
 宮城県連合小・中学校教育研究会 
  理科研究部会 
概要 
  本大会の会場を小学校は古川第五小学校， 
 中学校の会場を古川南中学校にお願いして実

施することができた。 
  小学校は，初めに古川第五小学校の千葉先

生に授業を提供していただき，それから会場

を大崎学習センターに移して涌谷中学校の白

戸先生と大河原小学校の高橋先生に教材開

発・教材活用についての研究を発表していた

だいた。 
授業者 
 古川第五小学校 教諭 千葉 孝行 先生 
１ 単元名 「物の体積と温度」 
２ 指導に当たって 
 （１）単元について 
  本単元は，学習指導要領理科第４学年の「A 
物質・エネルギー」の目標「（２）金属，水及

び空気を温めたり冷やしたりして，それらの

変化の様子を調べ，金属，水及び空気の性質

についての考えをもつことができるようにす 

 
 
 
 
 
る。」に基づいて設定したものである。内容は

「ア 金属，水及び空気は，温めたり冷やし

たりすると，その体積が変わること。」である。 
  ここでは，空気，水，金属を温めたり冷や

したりする実験を通して，空気は温度によっ

て体積が変わることや，体積が変わらないよ

うに見える水や金属も，温度によって体積が

変わるという見方や考え方ができるようにす

ることをねらいとしている。さらに，温度に

よる空気，水，金属の体積の変化の仕方の違

いを比較して考えることができるようにする

こともねらいとしている。 
  学習指導要領の「A 物質・エネルギー」

にかかわる区分では，粒子を柱とした単元構

成が重視されており，特に第４学年では，本

単元等の学習を通して「粒子」についての基

本的な見方や概念を学ぶことになる。また，

第４学年では，体積変化を力や温度等と関係

付けながら調べることを目標としている。本

単元で，空気，水，金属の体積変化を温度と

関係付けてとらえることで，単元の終了時に

は，同じ「物の体積変化」でも，その要因が

「力」であったり「温度」であったりすると

いう見方や考え方がえきるようにすることが

大切である。 
３ 児童の実態 
 ①自然事象への関心・意欲・態度について 
  実験やものづくりについての関心が非常に

高いが，発表に対しては学級の３分の１にあ

たる児童が苦手と答えている。 
 ②科学的な思考・表現について 
  観察・実験に意欲的に取り組む児童が多い。

しかし，観察・実験の目的やねらいをしっか

りとらえて活動している児童は多いとはいえ

ず，分かったことを予想したことと比較して

記述したり，自分なりの言葉でまとめたりす

ることが苦手な児童も見られる。 
  

平成25年度 宮城県小中学校理科教育研究大会 大崎地区大会 
（小学校第４７回・中学校第３５回） 

大会主題  実感を伴った理解と科学的な考え方ができる児童の育成 
―児童・生徒の実態に即した観察・実験を通して― 
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③観察・実験の技能について 
  意欲的に取り組む児童が多く，関心も高い。

植物や動物の観察の際にも記録カードに丁寧

に描き込んでいる児童が多く見られる。しか

し，観点を示しても自然現象を過去と比較し

て書いたり，結果を自分なりに考察して書い

たりすることができない児童が多い。 
 ④自然現象についての知識・理解について 
  空気・水・金属の温度による体積変化につ

いて「あたためると大きくなる」と答えた児

童は，それぞれ９人，６人，１２人とほとん

ど知識がないことが分かった。 
４ 指導の着眼 
  研究主題「実感を伴った理解と科学的な考

え方ができる児童の育成」との関連を図るた

め，以下のような手立てを講じて指導してい

きたい。 
 （１）単元の指導計画の工夫による指導 
   １）単元導入時での体験的な活動時間の

設定 
   ２）主体的な問題解決を促す指導 
   ３）日常生活との関連を図る学習の場の

設定 
 （２）予想の活動に重点を置いた指導 
   １）学習課題を把握させるための工夫 
   ２）予想したことを共有する場の設定 
 （３）実験への主体的な取組を促す指導 
   １）少人数グループでの実験の場の設       
     定 
 ５ 本時の指導 

（１）本時の目標 
試験管に閉じ込めた空気を温めたり，

冷やしたりしたときの空気の体積変化

を調べることを通して，空気の体積変

化と温度との関係をとらえることがで

きる。 
  （２）指導に当たって 
   ・導入では，前々時に行った試験管の 
    中の空気を手であたためて，先端につ 

けた石けん水の膜を膨らませた実験を 
確認し，空気はあたためると体積が増 
えるのではないかという学習課題に結 
び付く疑問をもたせるようにしたい。 

   ・展開では，ガラス管を取り付けた試験

管の絵を示したり前単元の学習を想起

させたりしながら水が壁となって空気

が閉じ込められた状態にあることを確 
認し，試験管の中の空気の体積が増え

れば水が上に移動し減れば下に移動す

るという実験結果をしっかりとらえさ

せていきたい。 
   ・終末では，発表することができなくて

も，同じように考えることができたら 
挙手させるようにすることで，自分の 
考えを表現するように促していきたい。 

 
６ 当日の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
「今日は何をするのかな？」 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
実験の説明をしています 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
「温めたり冷やしたりすると，どうなるのかな」 



5 
 

 
 
 
 
 
 
１ はじめに 
  今回の研究発表は，大崎生涯学習センター

で行われた。４０名を超える先生方に参加し

ていただいて，内容のある発表会となった。 
 
２ 研究発表について 

  
 

お二人の先生から主題設定の理由や研究目

標，主題・副題について，ICTによる説明を

していただいた。また，主体的な問題解決や

教材の活用について，具体的な取組みを通し

て検証した結果を伝えていただいた。 
 
問題解決の過程 
（※が視点を当てて取り組む段階） 

科学的な見方や考え

方を養う場面 

 
問題解決の過程（段階） 

とらえる 自然事象への働き掛け 
問題の把握・設定 

しらべる 
※予想・仮説の設定 
検証計画の立案 
※観察・実験 

 
まとめる 

結果の整理 
※考察 

※結論の導出 

 

 
 
 
 
 
 
教材の活用について 

場面 段階 教材の活用のねらい 
 
 
 
 
 
 
しらべる 
 
 

 
予想・仮

説の設定 

○自然事象への興味・関心

を高め，観察，実験の目

的を明確にし，条件を考

える際の視点を広げた

りする。 
○自然体験の不足を補い，

一人一人の具体的な体

験を重視する。 
○予想に対する結果の妥

当性を検証するために，

比較したり，関係付けた

りして，思考の整理をし

やすくする。 
○学習した内容を深めさ

せる。 

 
検証計画

の立案 

 
観察，実

験 

 
 
 
 
 
 
 
 
 実物を使って堆積実験装置の説明や，そのモ

デル実験の様子を映像で見せていただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 簡易顕微鏡の作り方や，それを利用しての観

察の様子を紹介していただきました。 

平成25年度 宮城県小中学校理科教育研究大会 大崎地区大会 小学校 研究発表会 
  科学的な見方や考え方を養う理科授業を目指して 
―主体的な問題解決を促す教材の活用を通して― 

                涌谷町立涌谷中学校    白戸 剛司 教諭 
                大河原町立大河原小学校  高橋 大介 教諭 
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児童に主体的な追究をうながす楽しい授業の創造 

～第４学年 ｢電気のはたらき｣の学習を通して～ 
 

大河原町立大河原小学校 教諭 河邑 佳彦 
 

 
１ はじめに 
本単元では，乾電池のつなぎ方や数を変えた

り，光電池に当てる光の強さを変えたりする

と，回路に流れる電流の向きや強さが変わるこ

となどを調べる活動を通して，電気の働きにつ

いての見方や考え方をもつことができるように

することをねらいとしている。児童は，乾電池

の向きを変えるとモーターの回る向きが変わる

こと，乾電池を直列つなぎで増やすと豆電球の

明るさが明るくなることは視覚的に理解でき

る。しかし，そのモーターの回る向きや速さ，

豆電球の明るさと電気の流れる向きや強さと関

係付けて捉えることは難しい。それは電流を目

で見ることはできないからである。そこで電気

の流れや強さを児童がいかにイメージをもって

表現できるかが大切だと考える。 
２ 指導にあたって 
児童は理科の学習に対して意欲的に取り組ん

でおり，理科の学習が｢好き｣と答える児童は多

い。また，観察や実験の結果から自分の考えや

意見をノートに書くことができる児童も多い。

しかし，昨年度同単元の指導，また，過去 3 年

生から 6 年生への理科の指導を通して，実験や

観察結果などから事象の変化の理由や根拠を視

覚的に確認できない単元に関しては，十分な理

解を得ることが難しいと感じた。そこで，以下

の点に留意しながら授業を進めることにした。 

 
①児童が自ら疑問をもち，問題解決に取り組

むことのできる授業を行う。 
  本単元では，導入で提示する教師の演示によ

って，児童の興味・関心を高めさせるととも

に，電気の働きに関する児童の疑問を取り上

げ，その疑問から子どもたちとともに問題を作

り上げていく。また問題解決をしていくなかで

生まれる新たな疑問を問題として設定してい

く。このように学習活動を進めていくことで，

児童は見通しをもって追究活動に取り組むもの

と考える。その際，単元の系統的な学習内容と

児童の疑問が関連していくような実験を組み立

てるなどの工夫を行っていく。 

 
②電気の流れを水流モデルで表現することで

児童の考えを深める。 
  児童が｢電気の流れ｣に対する自らの考えをイ

メージとして表現してきたなかで，さらに電気

の流れを水の流れに置き換えた事象を提示する

ことで，｢電気の流れ｣に対する考えやイメージ

を深化させる。また，見えないものをイメージ

させながら考察に取り組ませることは，その後

の単元である空気や水の粒のモデル化にもつな

がることが期待される。 

 
 

 
３ 指導過程 
段階 学習活動 

○教師の働きかけ・☆予想される児童の反応 
 ・指導上の留意点  ※評価【方法】 

 １ 前時の内容確認をする。 
○前回の内容を確認しましょう。 

☆明るさが違う。 

 
・乾電池 1 個と乾電池２個の直列つなぎと並列つ

なぎの豆電球を点灯させ提示する。 
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☆乾電池 2 個の直列つなぎの方が明るい。 
☆2 個に増やしたのに・・。(疑問) 

・さまざまな意見のなかから，児童の疑問を取り

上げる。 
 
 
 
導    

入 
 

 
 

○なぜ，乾電池を増やしてもつなぎ方によっ

て電気の働きの大きさ(明るさ)に違いがで

たのかな。 
 ☆電流の強さかな。(仮説・予想) 
 ☆電流の何かが違うのかな。 
 
２ 本時の問題を設定する。 
 

・電気の流れに着目させる。 
・電流の強さの違いが電気の働きの大きさを決め

ることを仮説にする。電流の強さの違いは電気

の働きの大きさに影響しないことを背反とす

る。 
※電気のはたらきを電流の強さと関係づけて考え

ている。【発言】 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
展   

開 
 

 

○電流の強さを調べるには。 
 ☆簡易検流計を使う。 
３ 実験をする。 
○簡易検流計を使って，それぞれの回路の電 
流の強さをはかってみよう。 
☆各グループで，回路を組み実験をする。 

 
 
 
 
 
４ 結果を発表する。 
○それぞれの回路の電流の強さは何目盛りに 
なったかな。 

５ 結果からわかったことを発表する。(考察) 
○結果はどうでしたか。 
 ☆乾電池 1 個と乾電池 2 個の直列つなぎを

比べると，乾電池 2 個の直列つなぎの方

が電流の強さが強かった。 
 ☆乾電池 1 個と乾電池 2 個の並列つなぎを

比べると電流の強さは，ほとんど変わら

なかった。 
 ☆電流の強さが強いと電気のはたらきも大

きくなる。 

・検流計は電流の向きと強さを調べることができ

ることを確認する。(既習事項の確認) 
 
・乾電池 1 個，乾電池 2 個直列つなぎ，並列つな 
ぎの回路を組ませ回路を確認する。  

・簡易検流計の目盛りを読みノートに記録させる

（数値は目安とし数が大きい方が電流の強さが 
強いと判別することを確認する。） 

※乾電池の数やつなぎ方を変えたときの電流の強

さを検流計を使って調べ記録している。            

【行動観察・記録】 
 
・各グループに発表させ板書する。 
 
 
・考察をノートに記入させ発表させる。 
・考察のポイントを以下の 3 点とし適宜，机間指

導等で助言をする。 
・乾電池 1 つと乾電池 2 個の直列つなぎの電流の 

強さを比較すること。 
・乾電池 1 つと乾電池 2 個の並列つなぎの電流の

強さを比較すること。 
・電流の強さによって電気の働き(明るさ)によっ

て 
決まること。   

  
 終 
 末 
 

６ まとめる。(結論) 
直列つなぎで乾電池をふやしていくと

電流の強さは強くなり，電気の働きが

大きくなる。 
７ たしかめる。 

 
※乾電池の数やつなぎ方を変えたときの電流の強

さと，電気のはたらきの大きさの関係を理解し

ている。             【発言】 
 

乾電池２個の直列つなぎと並列つなぎ 
で電気のはたらきの大きさが違うのは 
なぜだろうか。 
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○実際には見えない「電気の流れ」が見える 

としたらどのように表しますか。 

☆ジェスチャーで流れを表現する。 

☆絵で流れを表現する。 

○電気の流れを水の流れに置き換えて，電気 

の流れを見てみよう。 

・ノートに乾電池２個の直列つなぎと並列つなぎ 
 の電流の強さの「違い」をノートにイメージさ

せて文章や絵で記入させる。文章や絵で表せな

い児童は，ジェスチャーなど表現させる。 
・水流モデルによる電気の流れを確認させ。電流

の強さに対するイメージをもたせる。 
 
・授業の様子（児童の発表のようす） 

・自作した水流モデル 

 
４ 成果（○）と課題（●） 
○ 単元の系統的な学習内容と児童の疑問が関連

していくような実験を組み立てるなどの工夫を

行うことで,児童の関心・意欲が高まり，主体的

に問題を解決していく姿が見受けられた。 
○ 電気の流れを水流モデルで提示すること

で，児童の思考・表現力の一助となった。 
● 電気の流れ，電流の強さ，電気のはたらき

の大きさなどが児童のなかで混乱しないよう

に丁寧に取り扱う必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 取り組みの紹介 
 本校では，児童に主体的な追究をうながす

楽しい授業の創造を目指して，いつでも生き

物が観察できる展示コーナーの設置，生命の

神秘にせまるべくモンシロチョウの人工羽化

の観察，視聴覚機材の活用・開発に取り組ん

でいる。 
①展示コーナー 

 
②モンシロチョウの人工羽化の観察 

 
 ③視聴覚機材の活用 
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主体的に学習に取り組む意識を高める指導の工夫

～第６学年「水溶液の性質とはたらき」の学習を通して～

亘理町立高屋小学校 齋藤 稔

１ 主体的に取り組ませるための実践

児童が理科の学習に主体的に取り組もうとす

る意識を高めるために，次の３点を具体的に実

践していこうと考えた。

（１）自分の考えを書き込むノート指導

ノートの記述に関して次のような指導

を行った。中学校の先生にも相談し，

中学の指導につながることも確認した。

①ノートは１ページにまとめる。

（１ページの内容は以下の通り）

学習課題

○ (自分の考えを自由に書く ）予想 。

実験・観察の方法○

（実験器具名や注意点も書く ）。

結果○

（ 。）表や図にしてわかりやすく書く

結果から分かったこと○

（ 。）学習課題と対応させてまとめる

学習のまとめ

② 予想や結果から分かったことは自分の

言葉で書く。

③ 先生や友達の話から大事だと思ったこ

。（ ）とはノートに記述する メモ程度で可

（２）まとめボードの活用

実験・観察の結果，結果から分かった

ことを班ごと毎回ボードにまとめること

とした。ボード活用のねらいと実際につ

いては次の通りである。

①活用のねらい

ア 実験結果について班で考えを出し合

いまとめる過程を重視する。

イ 実験結果から分かることについて児

童自身の言葉で表現させる。

ウ 他の友達の考えやまとめ方を自分の

学習に生かそうとする意欲を高める。

②活用の実際

ア 見る人に分かりやすくを考慮して，

表現の仕方は各班で工夫する。

イ まとめる内容はみんなで考えるが，

記述する人は輪番制にする。

ウ 班のボードは黒板に貼り，学習のま

とめの段階での話し合いに使う。

（３）実験カードへの記入

本時の指導においては，実験カードを

作成し，実験の目的と使う器具を記述さ

せた。カードへの記述で実験に対する意

識を高めることや実験器具の名前や用途

を理解することをねらいとした。

（ ）班実験カード

何を調べるのか
※ 実験で何を確かめたいのか

（実験の目的）を記入する。

☆ 実験への意識を高める。

使用する実験器具や用具
※ 実験で使用する（実験に必要

なもの）ものを記入する。

☆ 実験器具の名前や用途の理解

を深める。

ま
と
め
ボ
ー
ド
記
述
例
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２ 指導にあたって

（１）単元について

本単元の内容は，第５学年「Ａ（１）物

の溶け方」の学習を踏まえて 「粒子」につ，

いての基本的な見方や概念を柱とした内容

のうちの「粒子の結合 「粒子の保存性」」，

にかかわるものである。

さらに，学習指導要領の第６学年の内容

〔 （ ） 〕Ａ物質とエネルギー ２ 水溶液の性質

「いろいろな水溶液を使い，その性質や金

属を変化させる様子を調べ，水溶液の性質

や働きについての考えをもつことができる

ようにする 」に基づいて設定された単元で。

ある。ここでの内容は中学の「物質のすが

た 「水溶液」の学習へとつながっていく。」

（２）児童について

実験に対して関心が高く，積極的に取り組

もうとする児童が多く見られる。また，実験

の記録や結果からわかったことを，進んで自

分の言葉で表現しようとする態度も見られる

ようになってきている。

本単元の学習にあたり，児童に「水溶液

について知っていること」を質問したとこ

ろ「食塩などを水に溶かした液体 （4名）」

「物が水に溶けたもの （2名 「醤油，酢，」 ）

炭酸飲料（等の液体 （2名 「洗剤，漂白）」 ）

（ ）」（ ）「 」（ ）剤 等の液体 2名 透明な液体 1名

「 」（ ） （ ）何かを溶かした水 1名 無回答 19名

という状況であった。このことは水溶液と

いう語句に限らず理科の学習で使っている

用語をよく理解していない児童が多いこと

を表す一例であるととらえられる。

児童の学習意欲を理解につなげる教師側

の働きかけがさらに必要であると考える。

（３）指導観

本単元の展開にあたっては，児童が目的を

明確にして実験に取り組むように実験カード

に記入し，班で実験の内容や実験器具につい

て確認する活動を取り入れたい。また，実験

の結果をきちんと記録し，そこからわかった

ことを自分の言葉で表現しようとする態度を

継続して育てる目的で，まとめボードを活用

し児童が互いに考えを出し合いボードにまと

める活動を重視し指導にあたりたい。

（４）本時の指導（１０／１１時間）

①目標

これまでの学習を生かして，２つの水

溶液の性質を調べ，調べたことを適切に

まとめることができる。

②本時の指導にあたって

本時は，これまで扱ってきた５種類の

【 ， ， ， ，水溶液 塩酸 炭酸水 食塩水 石灰水

アンモニア水】から，２つの水溶液を提

示する。２つの水溶液がどの水溶液であ

るかを見つけるためにどんな方法で調べ

たらよいかを考え，実験で必要なものを

グループで準備し確かめさせたい。

リトマス紙でのなかま分け，におい，

蒸発させて溶けているものを調べる活動

等に取り組ませ，結果をまとめながら班

で話し合わせる。その中で，これまでの

学習を振り返りながら，互いの考えを出

し合って，２つの水溶液が何であるかを

見つけていく過程を大切にしたい。さら

に，実験の技能，実験結果の理解等のつ

まずきに対して適宜指導を行いながら学

習の定着を図りたい。

③学習過程※次ページ

３ 実践の成果と課題

（１）成果

①教師の話や友達の発表から大事なところ

をノートに記録する児童が増えた。

②友達と考えを出し合い，友達のよい点を

見つけて結果の考察をより分かりやすく

まとめようとする児童の姿が見られた。

③実験器具の名前や実験の目的を意識して

取り組む児童が増えてきた。

（２）課題

①児童が教師や友達の発言から大事だと考

え，ノートに記述している内容が学習の

ねらいからずれていることがあった。

②実験カードの効果については，さらに検

証が必要である。
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③学習過程（本時 １０／１１）

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点・評 価 （ 内）段階

・食塩水，塩酸，炭酸水，石灰水，１ 本時の課題を知る

・全体で課題を確認する アンモニア水の中から２つの水溶つ

液を提示していることを確認する。か

２つの水溶液Ａ液とＢ液 ・本時の学習をノート１ページにむ

の正体を見つけよう まとめること，分かったことや

自分の考えを残しておくこと等５

・ノートに課題を書く を確認する。分

・各自に自分の考えをノートに書かせてから班で話し合わせる。２ 調べる方法を考える

・各自ノートに書く ・実験カードを教師に提示してから，準備するようにさせる。

・調べる方法を班で話し合う

・調べる方法と実験に必要な

物を実験カードに書く

・実験器具等を準備する追

求

３ 実験をする

・水溶液の性質や溶けている ・実験の時の約束を確認させてから実験に取り組ませる。す

ものを調べる ・実験する場所の安全確保，正しい実験器具の取り扱いについて気を

・調べた結果をノートに記録 つけて実験しているか確認しながら必要に応じて指導する。る

する

・結果からわかったことをノ30
ートに書く 技・表 実験器具を適切に扱い，調べたことをまとめている分

・ 【行動観察・記録】

他の班の人にわかりやすく伝えることを意識してまとめさせる。４ 班で結果をまとめる

・調べた結果をボードにまと

める

・まとめた結果を黒板に貼る

ま

・発表で大切なことはノートに記録しながら聞くことを確認する。と ５ 班の発表を聞く

・班でまとめた結果を各班の ・全体に紹介したいまとめ方や

代表が発表する 記述内容があれば教師の方でめ

・発表に対する質問や意見を 記録しておく。

出し合う ・まとめの内容や残り時間等をる

考慮して発表する数を決める。

６ 学習のまとめをする

知・理 水溶液が何であるかを見つけることができる。10
２つの水溶液は・・・ 【発言・記録】分

・これまでの学習から２つの水溶液が見つけられたことを確認しなが

らノートにまとめさせる。

班
の
発
表
の
様
子

実
験
器
具
の
準
備

実
験
カ
ー
ド
へ
の
記
入

本
時
の
児
童
の
ノ
ー
ト
か
ら
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実感を伴った理解を図る理科授業を目指して 

―感じて，考え，振り返り，日常生活に関係付ける活動の工夫を通して― 
 
大崎市立古川第三小学校 教諭 小野寺 恵 

 
 
１ はじめに 

学生時代に仙台市で理科支援員をさせてい

ただいたときに，理科授業の準備の大変さを

感じるとともに，児童が楽しみながら主体的

に授業に参加する姿が印象的であった。理科

教育の面白さを体感したことを覚えている。 

初任２年目研修の課題研究主題を決定する

際，学習指導要領改訂で理科教育の最も大き

な改訂「実感を伴った理解」という部分を研

究してみたいという思いを強くもった。本県

で理科を研究されている先生方の資料を拝見

させていただくと，多くの研究で「実感を伴

った理解」に力が入れられていることも感じ

た。  

また，教師が一方的に教え込む授業ではな

く，児童が主体的に考え，生活体験を振り返

り，実験や観察などの結果を日常生活に関連

付けて実感し，さらに日常生活においても役

立てられるような授業を行っていきたいと考

え，本主題を設定した。 

  

２ 研究主題のとらえ 

  「実感を伴った理解」を以下の三つの側面

からとらえた。 

① 児童が観察や実験など，実際の体験を通

して自らの諸感覚を使い，面白さや不思議

さを感じることで形づくられる理解。 

② 一人一人の児童が自ら考え，自ら問題解

決を行ったという自信から得られる理解。 

③ これまでの生活体験を振り返り，自然や

生活に照らし合わせて気付き深まる理解。 

 

 

２ 研究目標 

  自然の事物を感じて，考え，振り返り，日

常生活に関係付ける活動を通して，実感を伴

った理解を図る理科授業の在り方を明らかに

する。 

 

３ 研究の概要(単元名) 

地球   ４学年「星はどのように動くのか」 

粒子   ４学年「水を熱するとどうなるか」 

生命   ３学年「こん虫のなかまをさがそう」 

エネルギー ３学年｢ゴムで動かそう」 

 

３ 指導にあたって 

 (1) 具体的な体験を通して，感じて考えさせ

る工夫 

・ 自らの諸感覚を働かせて，観察や実験

を行う機会を多く設定する。 

  例) 月や星の観察を家庭で行う課題 

を設定し，親子で取り組んでもら

った。授業で日中に半月を観測し，

方法をしっかりと押さえた。 

・ 黒板前に児童を集め，観察対象や実験

装置を拡大したものを掲示し，方法や視

点を明確にして，観察や実験に取り組ま

せ，気付きを導いた。 

・ 教科書を初めから見せるのではなく，

実験装置を児童に考えさせた。 

・ 実験の際には，できる限り少人数でグ

ループ活動ができるように，実験用具を

準備し，教師が行う模範実験ではなく，

実際に体験させた。 
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(考察) 

   自らの諸感覚を使い，面白さや不思議さ

を感じることで形づくられる理解につな

がり，手だては有効であったと考える。 

 

(2) 主体的な問題解決を通して，自信をもた

せる工夫 

・ 児童が自ら自然の事物・現象から問題

を見いだすことを導入とし，学習に主体

性をもたせた。 

・ 児童の生活の中の疑問やこれまでの学

習の発展から，児童が見いだしたものを

本時の学習課題とした。 

・ 生活体験や既習事項と関係付け，一人

一人に根拠のある予想を立てさせた。 

・ 図のようなイメージ図やモデル図を活

用して見えない世界を表現し，ペアやグ

ループで自分の考えを伝え合わせた。 

  ・ 目に見えない物体の変化を絵に表すこ

とで，自分の考えを分かりやすく伝え合

うことにつながり，分かったという実感

を深めることができた。 

(考察) 

   主体的な問題解決の第１歩として，学習

課題は児童の生活の中の疑問やこれまでの

学習の発展から児童が見いだしたものとし

た。教師側からの一方的な課題提示や教科

書の課題を写すのではなく，「自分たちの疑

問を解決したい！」という想いが，主体性

につながったと考える。 

   また，「実験は楽しい」で終わる授業にな

らないように，まず，生活体験や既習事項

と自分の考えを関係付け，一人一人に根拠

のある予想を立てさせることを意識した。

予想を発表するときに，「理由は…。」と生

活体験や既習事項を根拠に挙げたり，ノー

トに関連する疑問を書き込んだりする児

童が見られるようになった。 

   また，積極的に結果をグラフ化すること

も取り入れ。それによって，これまでの学

習を生かし，思考力・表現力を養うことが

できたと考える。 

   以上の理由から，一人一人の児童が自ら

考え，主体的に問題解決を行ったことによ

り，自信をもつことができたと考える。 

 

(3) 結果を振り返り，日常生活に関係付ける

工夫 

・ 既習事項を実際の自然や生活の中から

見付けさせ，確かめさせた。 

・ 学習内容を生かしたものづくりを通し

て，学習の有用性を感じさせた。 

・ 学習内容を生かしたものづくりでは，

工作が完成した後に，「どうしてこのよう

になるのか」を問い掛け，既習事項が復

習できるような発問を行った。 

(考察) 

結果から導き出した課題のまとめと関連

のあるものが，生活の中に無いか考えさせ，

見付けさせることで，児童に学習の有用性

を感じさせることができた。 
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   また，学習内容を生かしたものづくりで

は，工作が完成した後に，「どうしてこの

ようになるのか」を問い掛け，既習事項が

復習できるような発問を行った。 

   理科の学習が日常生活に生かされている

ことを児童に話し続けると，児童からも日

常生活の中で感じた疑問や調べてみたい

ことを話すようになった。学習の有用性を

感じて学習に臨めたので，児童が主体的に

学習に取り組むようになった。 

   以上の理由から，これまでの生活体験を

振り返り，自然の事柄や生活に照らし合わ

せて気付き，理解が深まったと考える。 

 

 

４ おわりに 

児童と教師の理科離れが，危惧されるように

なって久しい。今回の学習指導要領改訂では理

数教育の重視が大きな特徴である。理科の系統

的な学習内容を見ても，非常にレベルの高い内

容になってきている。小学校の理科も難しい内

容もあるが，理科の学習を通じて，疑問をもつ

ことや探求することの面白さ，そして学習の有

用性を感じてほしいと思って研究を進めてきた。 

 新学習指導要領の改訂で理科学習にとっては，

改訂の中心となる「実感を伴った」という言葉

を自分なりに研究してみたいという思いが強く，

本研究主題に取り組むことにした。あまりに大

きな課題であり，自分自身でも，明白な正解と

なるものは見付かっていない。しかし，自ら挑

戦することで，自主的に課題研究に取り組み，

改めて理科の面白さを実感し，理科指導がさら

に好きになることができた。 

自分が楽しみながら教材研究を行い，授業実

践を行うことで，児童も楽しみながら理科を学

習することができたのだと思う。 

 

最後に，大崎市教育研究会や理科中核教員研

修など，理科に関係する研修に参加させていた

だけることやこのように理科のあゆみに関わら

せていただけたことに、本当に感謝しておりま

す。ありがとうございました。 

先生方の授業や研究報告を拝見し，学ばせて

いただけたことを今後の授業実践に生かしてい

きたいです。理科が好きな児童を育てること，

理科を通して学習に興味をもつことができる児

童を育てることができるように，日々，教材研

究に励んでいきます。 

 

５ 参考文献 

 ・ 文部科学省 「小学校学習指導要領解説

理科編」大日本図書 2008 

 ・ 文部科学省 「言語活動の充実に関する

指導事例集」教育出版 2011 

 ・ 宮城県教育研修センター「実感を伴った

理解を図るための小学校理科授業案」2012 

 ・ 横浜市教育委員会「横浜版 学習指導要

領指導資料理科編」ぎょうせい 2010 

 ・  村山哲也  「わかる！小学校理科授業」

文渓堂 2011 
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科 学 技 術 の 基 礎 を 学 ぶ 理 科 学 習

－ ６年理科「酸とアルカリ」の学習を通して －

栗原市立築館小学校 教諭 白 鳥 貴 子

１ はじめに

児童は５年生の水溶液の学習で，溶解度や

水溶液の蒸発乾固，ろ過などを学んでいる。

科学技術の基礎という観点から考えれば，自

分に必要なものと不要なものを分離して取り

出す方法を学習したと言える。５年生までの

学習を受け，６年生では「水に溶けないもの

を溶かして，水に溶けるものに変える」こと

を学ぶことになるが，具体的には「酸」を使

って物質を分解する方法を学習することにな

る 「酸」の学習はその性質を理解すること。

も大切だが，さらに重要なのはそのはたらき

である。酸の性質は・・・・

○ 水に溶けないものを分解して溶かして

しまう。

○ 水に溶けない金属を分解して，水に溶

ける塩にする。

○ 「さび」を分解して溶かしてしまう。

○ 水に溶けない塩を分解し，水に溶ける

塩をつくる。

それらのはたらきを利用して，化学者はい

ろいろな混合物を溶かして選別している。子

どもたちにもその有効な酸のはたらきを感じ

させたいと思う。この単元は 「酸性 「ア， 」

ルカリ性 「中性」という『液性』の学習と」

いうよりも 「酸」と「アルカリ」の学習と，

考えたい。

２ この単元の学習にあたって，おさえて

おきたいこと

「 」 。○ 酸のはたらき を学習の中心にすえる

○ 酸性，アルカリ性，中性，３つの液性を

同時に取り上げるのではなく，まずは，は

たらきがはっきりしている酸にしぼって，

それをきちんと教える。

○ 「水に溶けないものを分解して溶かす」

のが酸のはたらきである。

○ 「塩酸」を中心に「酸のはたらき」を学

習する。

○ 塩酸は科学者・技術者の世界で一番ひろ

く使われていて，はたらきが鮮明である。

子どもにも危険が少ない。

○ 塩酸の性質（無色，暖めると蒸発，すっ

ぱい味，青リトマス紙を赤くする）をもと

に，塩酸のほかにもいろいろな酸があるこ

とを調べ 「酸のはたらき」にさらに興味，

を起こさせるようにする。

○ 酸があるから酸のはたらきがある。酸が

なくなれば，酸のはたらきもなくなる。

○ 酸をうまく使うために，そのはたらきを

コントロールする方法を学ぶ。

○ 酸のはたらきは濃度で非常に違う。酸を

使うとき，いつでも濃度を考えるようにす

る。

○ 酸のはたらきは温度で非常に違う。酸の

温度が高いと反応が激しくなり，熱も発生

するのでますます温度が上がる。

○ 酸のはたらきは酸の種類によって非常に

違う。

○ 身の回りにもはたらきは激しくないが，

酸がたくさんある。

○ 塩酸と同じようなすっぱい味がしたり，

マグネシウムを溶かして泡が出る食べ物も

少なくない。それらもやっぱり酸があると

実感させたい。

○ 酸が中心なので，リトマス紙は「青」を

中心に使う。赤と青を同時に使うと，子ど

もたちはどっちが××性だか迷ってしま

う。酸のリトマス反応『青→赤』を確実に

つかませる。

○ アルカリ性，中性の扱いは酸の学習の後

にとりあげる。アルカリは酸のはたらきを

弱める，酸のはたらきをなくしてしまうも

のとして扱う。酸でもアルカリでもないも

のが中性である。
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３ 指導計画

小単元 時間学習内容等

酸 １①「酸」と呼ばれる水溶液

の 「塩酸 「酢酸 「クエン酸」の」 」

性 ３つの酸について，におい，味，

質 金属との反応，リトマス紙の変化

等に関して調べる。

１②塩酸の性質

塩酸に，鉄，アルミニウム，マ

， ，グネシウム 亜鉛等の金属を入れ

。どのような変化があるか観察する

２③いろいろな酸

炭酸水や酒石酸等，いろいろな

酸について調べ，塩酸と同じよう

な性質であることを確認する。さ

らに，酸っぱい食べ物には酸が含

。 ，まれていることを学習する また

炭酸水や塩酸などは，気体が水に

溶けたものであることも扱う。

２④とけたもののゆくえと酸のはたらき

塩酸にアルミニウムや鉄がとけ

た液を蒸発させて，出てきた物の

性質を調べる （見た目や感触，水。

に溶けるか，電気を通すか等）

い ２⑤アルカリの性質とはたらき

ろ アンモニア水や石灰水等，塩酸

い のはたらきを打ち消す水溶液があ

ろ ることを学習する。アルカリ性の

な 水溶液の性質を調べる。

水

溶 ２⑥水溶液の液性を調べよう

液 身のまわりにどんな水溶液があ

と るかを考え，塩酸，炭酸水，食塩

液 水，石灰水，アンモニア水など，

性 多くの水溶液の液性等について調

べる。

１⑦学習のまとめ

４ 第１時「酸」と呼ばれる水溶液の授業

（１）目標

○ 水溶液の中には「酸」と呼ばれる物が

あることを理解する。

○ 「酸」の性質を調べる。

・酸っぱい。

（ ） 。・金属 の中のあるもの を溶かす

・青リトマス紙を赤く変化させる。

○ 調べたことを正しく記録する。

○ 感じたことを表現する。

（２）授業の様子

１ これまで学習した水溶液を思い出す。

Ｔ ５年生までに水溶液について学習しま

した。使ったのは，？

Ｃ 「食塩水 「砂糖水 ，」， 」

Ｃ 「ホウ酸水」

Ｔ あと，水溶液の性質で大切なことは？

ということで 「透明 「均一」である， 」，

こと，熱することにより「蒸発乾固」でき

ることなどを確認した。

Ｔ 今日は，これらの水溶液とはちょっと

ちがう３つの水溶液を用意しました 水。「

溶液Ａ 「水溶液Ｂ 「水溶液Ｃ」の３」 」

つです。

と言って，３つのビーカーに入っている

無色透明の水溶液を見せた。

２ 今日の目標をとらえる。

Ｔ 今日の学習では，この３つの水溶液に

ついて，調べます。調べる方法は次の５

つです。

① においをかぐ。

② 青いリトマス紙につけて色の変化を

見る。

③ 金属を入れて変化をみる。入れる金

属は「スチールウール」という鉄を細

くしたものと「マグネシウム」の２種

類です。

④ スプーンに液を少しのせてアルコー

ルランプで加熱して，何が残るか調べ

る。

⑤ 味をみる。スプーンですくってなめ

てみます。

５つの方法わかりましたか。
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Ｃ えーっ，味もみるの？

Ｔ そうです。味もみます。ただし，理科

の実験で使う薬品の中には，絶対に口に

入れてはいけない物もあるから，先生が

「これはなめても大丈夫」と言った時だ

けなめるのです。

３ 調べるⅠ

グループごとに実験を始め，調べたこと

を正確に記録するように指示をした。ただ

し，味をみるのは，後で全員ですることを

話した。

以下，子どもの記録ノートから

（１ 「水溶液Ａ」）

① におい⇒特ににおいはしない。

② 青リトマス紙⇒赤くなる。

③ 金属を入れてみる

・ スチールウール⇒変化はない。

・ マグネシウム⇒シュワシュワと泡

が出た。

④ スプーンで加熱⇒べとべとしたもの

が残って，黒く焦げた。

（２ 「水溶液Ｂ」）

① におい⇒酢のにおい。

② 青リトマス紙⇒赤くなる。

③ 金属を入れてみる

・ スチールウール⇒ちょっと泡がつ

いた。

・ マグネシウム⇒シューシューと音

を出して泡が出た。

④ スプーンで加熱⇒酢のような強いに

おいがして，何も残らなかった。

（３ 「水溶液Ｃ」）

① におい⇒つんとするにおい。

② 青リトマス紙⇒赤くなる。

③ 金属を入れてみる

・ スチールウール⇒泡がプクプク出

た。

・ マグネシウム⇒シューシューと激

しく泡が出てなくなってしまった。

④ スプーンで加熱⇒つんとする，変な

においがして，何も残らなかった。

４ 調べるⅡ

Ｔ では，いよいよ味をみてもらいます。

と言って，適当な濃度にした３つの水溶

液をＡ，Ｂ，Ｃの順番に全員同時に口に入

れるようにしてなめさせた。いずれも，強

烈な酸っぱさなので，子どもたちは大騒ぎ

しながらなめていた。

５ 今日の水溶液の正体を知る

Ｔ では，今日の３つの水溶液の正体，名

前を教えます。

Ｔ 水溶液Ａは「クエン酸」と言います。

ずいぶんすっぱかったと思いますが，こ

れは梅干しやレモン，グレープフルーツ

の酸っぱさの成分です。

「 」 。「 」Ｔ 水溶液Ｂは 酢酸 と言います 酢

の１文字でなんと読む？

Ｃ 「す！」 Ｃ 「 す』だあ」『

Ｔ そうです。酢酸こそ，みんなの家でよ

く使う「酢」の酸っぱい成分です。寿司

や酢の物はみんな食べるでしょ。

Ｔ さて水溶液Ｃはみんながあまり聞いた

ことのないものです。金属を入れたとき

に分かったと思うけど，今日の中では一

番強い性質をもっています 「塩酸」と。

言います。濃い塩酸は，とても危険なの

で絶対なめてはいけません。薄いのなら

大丈夫です。よく，ゲップをするとおな

かの中からすっぱい液が上がってくるこ

とない？

Ｃ ある。 Ｃ 胃液だ！

Ｔ そうです。塩酸は，誰でもおなかの中

にある胃液に含まれる成分です。だから

薄いのだったら害はありません。

６ 感想を書く

最後に，学習の感想を書かせて授業は終

了した。

６ 終わりに

今回は，６年生の溶解教材を教科書にある

取り上げ方をベースにしながら，自分なりに

工夫して実践してみたことを紹介した。理科

で学んだことが，実生活と密接につながって

いることを，実感を伴った学習を通して学ば

せたかったのである。
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「言語活動の充実」を図った学習活動の工夫 
第４学年「とじこめた空気や水」の学習を通して 

 
          登米市立中津山小学校 須藤 士 

 
１ はじめに 

  児童の思考力・判断力・表現力をはぐ

くむため，各教科において言語活動を充

実させることが求められている。 
また，学級の児童の実態として，多く

は意欲的に観察・実験に取り組んでいる

が，実験で何を調べ，何が分かったのか

を深く考察していなかったり，結果だけ

に注目してしまい，「分かったつもり」

になったりしている場面が多く見られた。      

このことから，予想と実験結果を比較し，

考察を深める学習活動の充実が必要であ

ると考えた。そこで，観察・実験の中に

言語活動を取り入れることで，「分かっ

たつもり」から「分かった」に改善でき

るのではないかと考えた。 
 

２ 指導にあたって 
（１）単元について 
  第４学年「とじこめた空気や水」 
（２）研究の手立て 
  観察・実験における「言語活動の充

実」を図るために「ノートの活用」と

「発表活動」の手立てを講じることに

した。 
 

①ノートの活用 
実験結果を整理し，考察するために

ノートを活用した。ノートに記録する

ことを繰り返すことで，ノートの使い

方に慣れ、児童が考えたことや観察し

たことを自由に記述できるようになる

と考えた。しかし，ノートを使用する

ことは，児童にとって，記録の取り方

が難しく，観察・実験に取り組む時間

が少なくなることや，書くことが学習

の中心になる等の課題がある。そこで，

次の３つの取組を考え，ノートを活用

させる工夫を行った。 
 
ア ノートの書き方を統一する 
「ノートの書き方」（図１）を提示

する。実験課題から結論までを，ノ

ートの見開き２ページでおさめ，簡

潔で見やすい記録方法を身に付けさ

せ，一目で学習内容が把握できるよ

うにした。また，月日，課題，予想

等の項目の意味を理解させ，ノート

の構成に気付かせることにより，自

分なりに見やすく記録をすることが

できるようにした。さらに，考察の

スペースを広く取り，図や絵を使っ

て，自由に記述できるようにした。

併せて，授業でも児童のノートに合

わせて板書することで，記録しやす

いノートの書き方の定着を図った。 
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ノート見開き１ページ 

月日 

課題 

実験方法 

予想 

 

わかったこと 

結果 結論 

図１ 

  考えを表す言葉のヒント 図３ 

① 実験結果から分かったことは 

② 前に習った○○を使って考えると 

③ なぜかというと 

④ 同じところは 

⑤ ちがうところは 

⑥ 分かったことをまとめると 

⑦ たとえば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

イ 用語カード 
事象や考察の内容を誤解なく伝える

ためには，事象を表す言葉や実験器具

の名称を理解させることが大切だと考

え，「実験器具の名称と科学的な用語」

（図２）についてのカードを作成した。

実験器具は写真で示し，用語は文例の

カードとした。文例のカードは「とじ

こめた空気は，おしちぢめることがで

きる」等，用語を用いて文章で示すこ

とで，科学的な用語を活用する力が定

着するようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

ウ 考えを表す言葉のヒントカード 
考える方法や考察を言葉で表すこ

とができない児童が多いので，「考え

を表す言葉のヒント」（図３）をカー

ドにまとめてノートに貼っておくよ

うにし，考察を書くときのヒントと

なるようにした。 

②発表活動 
実験結果を整理・考察し，自分の考

えを客観的にとらえるために，発表活

動の工夫を行った。また，考察を書く

ことが苦手な児童には，友達のノート

を見たり，説明を聞いたりして，次回

の考察に役立てるようにした。発表活

動を充実させるために，次の３点に取

り組んだ。 
 

   ア 発表カード 
発表の仕方が分からない児童がい

ることを想定し，説明する時の補助

的資料として，話型を指導するため

の「発表カード」を作成した。この

カードには，説明する時の出だしの

言葉として，「結果から分かったこと

は」「実験の結果は」を示していく。

また，話す時は「です，ます」と，

科学的な用語 図２ 

 

ちぢむ→  「とじこめた空気は，おしちぢめるこ

とができる。」 

手ごたえ→ 「手ごたえは大きくなる。」 

      「手ごたえは小さくなる。」 

体積→   「とじこめた空気の体積は小さくな

る。」 

      「とじこめた水の体積は変わらない。」 
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最後まできちんと話すことを指導し

た。発表内容については，ノートに

書いた考察を使って図や絵を指し示

しながら発表するようにした。 
 

   イ 考察を深める活動 
「話す，聞く」の言語活動を充実

するため，友達の説明を聞いたり，

自分の考えを説明したりする中で，

自分の考察を見直す活動を取り入れ

た。自分の考察に気付いたことや付

け加えたいことを赤えんぴつで書か

せた。この活動を取り入れることで，

友達との表現の違いがあることに気

付き，考察を深めることができるよ

うにした。  

 

   ウ ペアでの話し合い，他者説明 
実験を行った後，友達のノートを

見合い，図や絵を使った表現方法を

近くで見ることができるようにする

ため，ペアで発表し合う場面を設定

した。また，分かりやすく伝える力

を育てるために，説明した相手が自

分の考えを発表する他者説明を取り

入れた。他者説明を行うことにより，

自分の考えを相手に分かりやすく説

明するとともに，相手の考えをよく

聞いて発表する力を高めていくよう

にした。 
 

３ 成果と課題 
（１）成果 

○ノートを活用することで，実験課題

から予想を立て，結論を出すまでの

過程を理解させることができた。さ

らに，ノートの書き方を統一するこ

とで，見直しも容易になり，知識の

定着につながった。 

○用語カードを使うことで科学的な用

語を使ってノートにまとめることが

できるようになった。 

○考えを表すヒントカードを使うこと

により実験・観察結果をもとに考察

を書くことができるようになってき

た。 

○発表活動を繰り返し取り入れるこ

とで，児童は説明することに慣れて

きた。発表に消極的であった児童が，

発表を繰り返すことで自信が付き，

率先して発表できるようになった。 

○ペアでの話し合いでは，ノートを見

合うことで様々な表現方法を学び

合うことができた。 

○他者説明では，相手の考えを発表し

なければならないため，友達の説明

を注意して聞こうという姿が見ら

れるようになり，分かりやすく説明

できるようになってきた。 

 

（２）課題 

●個人差に応じて，ヒントカードや発

表カードを使ったが，カードに書い

てある通りの発表が増えてしまい，

後半は考察や発表がパターン化して

しまった。自分の言葉でまとめてい

けるような支援が必要である。 

  ●理科だけの取組とせず，他の教科で

も言語活動の充実を図り，児童の表

現力をさらに高めていく必要がある。 
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研究主題

理科の好きな児童を育てる実験を中心とする理科授業

南三陸町立伊里前小学校 教諭 小川 敏

１．理科授業の考え方 また，教科書に載っているリトマス紙で

理科が好きな児童を育てたいと思う先生方 の実験の後，児童が選んだ「調べたい水溶

は多いと思う。それを実現するには，教科書 液」の性質を調べる方法を選択させた。選

にある実験や観察を確実に行うことは，もち ばせた方法は次の４種類である。

ろんであるし，児童の興味関心のあることや ①ムラサキキャベツの液で調べる。

不思議に思うことなどを実験や観察で確かめ ②ＢＴＢ溶液で調べる。

させることが大切であると考える。 ③万能試験紙で調べる。

また，理科の授業の中で，実験や観察を行 ④リトマス紙とその他で調べる。

うに当たって，児童に予想を立てさせ発表さ 児童は 「次の実験いつやるの。早くや，

せたり，実験の結果をノートなどに整理して ろうよ 」この実験を本当に楽しみにして。

発表するなどの表現活動を取り入れることも いる様子がうかがえた。

科学的な思考を身に付けさせる点で，理科好 （２） 科学的な思考を育てる表現活動

きな児童を育てることにつながっていくと考 本単元でも科学的な思考力を育成するた

える。 めに，調べようとする水溶液が酸性なのか

上記のような理由で，本年度は次の３点を 中性なのか，あるいはアルカリ性なのか,

重点とした。 理由を添えて予想を立てさせた。

○教科書にある理科の実験を忠実に行う。 児童は，自分たちが調べようとする水溶

○児童の興味関心のあることや不思議に思 液について事前(宿題)に一つ一つ理由を添

うことなどをなるべく多く実験(観察)で えて予想を立て，自信を持って発表するこ

確かめさせる。 とができた。また，実験結果についても予

○実験(観察)の前に必ず考えや理由を添え 想と比較しながらワークシートに整理して

て予想を立て発表したり，実験結果をノ 記録し，水溶液の性質はいろいろな方法で

ートやワークシートなどに整理し，考え 調べることができることを実感させたいと

や理由を添えて発表するなど表現活動を 考えた。

授業に取り入れる。 この１年間理科の授業では，必ずノート

年間を通してこの３点の重点を継続して行 に課題を書き，それに対する予想(理由を

うことにより，理科の好きな児童を育てるこ 添える)を立て，実験(観察)し，結果を整

とができると考える。 理して記録し，考察し，そのようになった

２．本教研小学校理科部会の授業研究の概要 訳を考え発表するという流れで，授業の中

（１）児童の興味関心のあることを調べる。 に表現活動を取り入れてきた。このことを

本単元「水よう液の性質を調べよう」 継続することによって科学的な思考の流れ

の学習の導入で，子供たちはすでに興味 が身に付いてきている。

を示し ｢ジュースを調べたい ｣とか ト， 。 「

イレ用の洗剤はどんな性質なんだろう 」。

とか，｢味噌汁はどうだろう 」など，具。

体的に調べてみたい水溶液の名前を挙げ

ていた。

そこで，グループごとに話し合って調

べる水溶液を決めさせた。
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３．本時の授業について （５）本時の指導

小学校６年理科 ①本時のねらい

「水溶液の性質とはたらき」学習指導案 水溶液の性質を調べる物にはリトマス紙

以外にもムラサキキャベツの液やＢＴＢ溶

（１）単元名「水溶液の性質とはたらき」 液などがあることを知り，それらを使って

身の回りの水溶液の性質を調べ，結果を分

（２）単元の目標 かりやすく整理し発表することができる。

水溶液には何が溶けているかに問題意識を

もち，水溶液には気体や固体が溶けているも ②本時の展開

のがあることを調べる。また，リトマス紙を １．本時の学習内容を知る。

使うと水溶液を酸性，中性，アルカリ性に分 （１）本時の課題を把握する。

けることができる。 いろいろな水溶液の性質を調べる物を

次に，身の回りの水溶液と金属の資料など 使って身の回りの水溶液のちがいを調べ

から水溶液は金属を変化させることに興味・ よう

関心をもち，多面的に追求していくなかで， （２）自分たちが調べようとする水溶液の性

金属が水溶液によって質的に変化しているこ 質について，予想してきたことを理由も

とをとらえることができるようにする。 つけて発表する。

２．いろいろな水溶液の性質を調べる物を使

（３）単元について って身の回りの水溶液のちがいを調べる実

本単元では，水溶液の性質やはたらきにつ 験をする。

いて，大きく３つの内容について学習してい （１）前時の実験で性質の分かっている水溶

く。１つ目は，水溶液に溶けているものの状 液でこれから使う指示薬や試験紙がどの

態。２つ目は，金属を変化させる水溶液があ ように変化するかを確かめる。

ること。３つ目は，水溶液には酸性，中性， （２）自分たちで用意した水溶液がどのよう

アルカリ性があることについての見方や考え な性質なのか，それぞれの班で選んだ指

方を養う。 示薬や試験紙で調べる。(指示薬として

単元の展開においては，５つの水溶液の違 ムラサキキャベツの液，ＢＴＢ溶液，万

いを見つけることを単元を通して児童の課題 能試験紙，リトマス紙，切り花染色液を

としていく。また，水溶液には，金属を溶か 選択させた。)

すはたらきがあり，金属の性質を変化させる ＊予想通り，ヨーグルトは酸性だったの

。ことを実験を通してとらえさせたい。 で,どんなものが酸性なのか分かった

例えば，酸っぱい物は酸性とか。

（４）指導の工夫 ＊ＣＣレモンも，酸性だった。やっぱり

教科書通りの実験をしっかり行うことを前 酸っぱいよ。

提に，自分たちが調べたい水溶液の性質を調 ＊砂糖は中性だったよ。重曹はアルカリ

べさせ，水溶液の性質を調べる方法がいろい 性だったが，水溶液には酸性の物が多

ろあることをとらえさせたい。 いね。

そのために，児童に調べたい水溶液を挙げ ３．実験結果・気付いたこと・分かったこと

させ，その性質を調べるための指示薬として をノートに記入し発表する。

様々なものを準備し 実験させることにした ＊色の変化が鮮やかでびっくりした。， 。

調べる水溶液の数は，あえて制限せず，数 ＊同じ性質でも色の濃さが違ったりして

多くの実験操作を行わせることにより，安全 おもしろかった。

に手際よく実験行うことに慣れさせたい。 ＊味噌汁が酸性だったので不思議だっ

さらに，実験を行う楽しさも味わわせ，理 た。ボディーソープは酸性だったが，

科が好きな児童を少しでも多くしていきたい 色が薄かった。

と考えた。
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４. 事後検討会の記録 ・ ピペットの使い方は，４年生の指導内容で

(１) 自評 あり，その学年の内容として，しっかり指

・ 水溶液の授業５時間プラス本日の「やっ 導する必要がある。ピペットのゴムなどは

てみよう」の内容として行った。この時間 劣化しやすく，シリコン製が望ましい。使

は，調べてみたい物を調べる時間とした。 用後毎回外して，毎年確認して購入してお

帰りの会でも「楽しかった」との感想と， くと良い。

それへの拍手が聞かれた。調べたい物を調

べることで，理科の好きな児童を育成した ５ 最後に

いと思って取り組んだ。 理科の授業での子供たちの驚きの表情，予

・ たくさんの準備物があり，活動内容が多 想通りの結果が出て喜ぶ姿，不思議だったこ

かったので，２時間続きでなら，余裕を持 とを実験で解決できたときの満足げな顔を見

って取り組めただろう。 ることのできる教師が何人いるだろうか。教

・ 予想(理由を付けた物)を立てさせて実験 科書にある実験を必ず理科室ですることはも

に取り組ませた。ワークシートの枠がやや ちろんのこと，できるだけ教科書に取り上げ

小さかった 「リトマス紙以外にも，水溶 られている「やってみよう」などの実験や観。

液のちがいを調べられる物がある」ことに 察に取り組んでみてはどうだろう。準備など

気付いてくれればいいと思う。 に苦労した分，必ずや子供たちの素晴らしい

・ ピペットの使用方法を誤っている児童が 姿に出会えるのではないだろうか。

多く，繰り返し指導して取り組んだ。 そのことによって理科が好きな，理科の授

業を楽しみにする児童が増えて行くと思う。

(２) 協議 そのために今回の実践を大いに勧めたい。

・ 今日の授業では数の指定はなかったのか

→今日は指定しなかった。多い班は，１８

種類になったところもある。

・ 指示薬，試薬ともにたくさんあった。グ

ループごとに指示薬を変えていたのはなぜ

か。→多くの物に触れさせて，化学のおも

しろさを感じさせたかった。安全に対する

配慮など，場数を踏ませるために今日の内

容にした。

・ 万能試験紙は，敏感すぎて思い通りに反

応が出ないところもあった。切り花染色液 【予想とそう考えた理由を発表する児童】

は，いろいろな色があって，試してみても

おもしろい。ブドウの皮やムラサキタマネ

ギはうまくいかなかった。

・ 結果の出た試験管を，食塩水を中心にし

， ， 。て 酸性 アルカリ性に分けて行っていた

最後のまとめで万能試験紙で確かめさせる

こともできただろう。

・ 指示薬の数を絞って，まとめることもで

きただろう。最大数を指定することで，数

を絞ることもできただろう。

・ まとめの方法は，表にまとめることもで

きた。本時のねらいの達成につながるまと

めの方法を考えて取り組むことも必要だろ 【中性の物を中心に酸性とアルカリ性の水溶液

う。本時は，ねらいが「調べることができ を両側に分けて実験を進めている様子】

る」だったので，まとめることはしなくて

もよかった。
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感じて，関わり，つながっていく子どもの育成

～ 第５学年 「魚のたんじょう」の実践を通して ～

石巻市立開北小学校 松岡 美紀子

通して，感じて，関わり，つながっていく１ はじめに

理科教育に関する今日的課題として 「自 子どもを育成していく。，

然体験や科学的な体験の不足 「科学的根拠」，

に基づく説明をすることが難しい」というこ

とが挙げられる。本校でも例外ではなく 「理，

科の学習は楽しいが，生き物を飼う体験や植

物を育てた経験がほとんどない」とか「理科

の学習で行う実験には意欲的に取り組むが，

実験したことを既習の学習内容を基に言葉で

説明することが苦手である」といった児童が

多い。また，理科の実験・観察の学習では，

結果を表やグラフに整理し，予想や仮説と関

３ 指導の実際係付けながら，考察を言語化し，表現する力

（１）単元について（全１２時間）が十分に備わっていない。

そこで，本校では，数年来「感じる 「関 本単元は，メダカの排卵から子メダカに」

わる 「つながる」をテーマに理科教育に取 なるまでの様子を観察し，見出した問題を」

り組んできた。 計画的に追究する活動を通して，動物の発

（１） ワクワク・ドキドキ・ハラハラしな 生や成長についての見方や考え方を育てる

がら，身の回りの事物・現象に不思議 ことをねらいとしている。また，魚が一定

や神秘などを感じ，不思議を解決する の規則性をもって成長し生まれてくること

ため自ら関わる。 に興味・関心をもったり，生命の神秘性や

（２） ワクワク・ドキドキ・ハラハラしな 連続性に気付いたり，生命を尊重する態度

がら，自然に親しみ，自然を愛し，自 を育てることができると考える。単元を通

然を大切にする。 して，顕微鏡を使って，水中の小さな生物

（３） ワクワク・ドキドキ・ハラハラしな を観察することによって，水中にいる小さ

がら，事物・現象について共感的な態 な生物を食べて生きていることをとらるこ

度で友達と話し合い，新しい考え方を とができる。また，魚を育て観察すること

創造しようとする。 で，魚には雌雄があり，生まれた卵は日が

この３つの子ども像を目指し，日々の授業 たつにつれて様子が変化してかえることを

に加え，校内研修としての研究授業，環境整 とらえることができる。

（２）児童の実態備，授業支援体制づくり，体験活動などの様

々な取組を提案し，実践を積み重ねてきた。 （男子１７名 女子２１名 計３８名）

本学級の児童は，理科の学習を好む児童

が多く，その理由として 「植物や生き物２ 研究目標 ，

第５学年「魚のたんじょう」における自然 を育てるのが好き 「星や天気の観察が楽」

事象への出会わせ方や教材教具の工夫等を しい 「実験が楽しい」等を挙げている。」
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②指導計画の工夫メダカを見たことがある児童とメダカと

いう言葉を聞いたことはあるが，実際にメ 第１次ではまず，学校田のメダカを観察

ダカを見たことがない児童がいる。メダカ し，事前に知っていること，気がついたこ

は見たことはあっても飼ったことのある児 と，疑問に思ったことを出し合い，学習課

童はいない 「メダカについてどのような 題をつくり，見通しをもたせる。その後，。

ことが知りたいか」という質問に対しては メダカの雌と雄の違いについて調べる活動

「メダカの始まり 「目はどれくらい大き を行う。その際は，ジッパー付きビニール」

いのか 「メダカの体の大きさ 「雄と雌の を活用する。」 」

見分け方 「卵の大きさ 「何日で卵からか」 」

えるのか 「育っていく様子 「何を食べて」 」

大きくなるのか」と答えており，メダカに

関心をもっていることがうかがえる。

（３）指導の着眼・工夫点

①学校田の活用

本校には，小さな学校田がある。１０ｍ

×２ｍ程の広さで，花壇を改良して水をた

め，田んぼの土や稲株を混ぜたものである。

主に，５年生の総合的な学習の時間で稲の 第２次では，メダカの卵がどのように育

栽培・観察を行うことを目的として活用し っていくのかをとらえさせる。その際は，

ている。 ルーペや解剖顕微鏡を用いる。常に学級に

しかし，学校田は，様々な学習場面で活 ルーペや解剖顕微鏡を設置しておき，いつ

用できることが実践を通して明らかになっ でも観察ができるようにする。

てきた。冬も水を貯めておけば，田んぼの 第３次では 「学校田のメダカがえさを，

環境に生息する生き物が自然と増えていっ 与えなくても生きている」ということに着

た。今年度は，稲の成長と共に，数百匹単 目させ，メダカは何を食べて成長している

位でメダカやヤゴが発生し，ミジンコなど のかを予想させる。この時，児童は初めて

の微生物も数え切れないほど観察できた。 顕微鏡を使うことから，顕微鏡の操作や注

水草も何種類も繁殖していて，小さなビオ 意点等を丁寧に指導していく。この際も学

トープのような様相である。 校田の水を採取し，顕微鏡で観察させる。

今年度は，５年生の総合「米について調 観察を通して，いろいろな小さな生物が生

べよう」と５年生の理科「魚のせいちょう」 きていることやメダカがこの小さな生き物

の他にも２年生の生活科「生きものとなか を食べていることをとらえさせる。

よくなろう」でも活用することができた。

４ 指導計画

次 時 主な学習活動

１ １ メダカを飼って卵をうませよう

・メダカについて分かっていることを発

表する。

・メダカについてもっと知りたいこと・

調べたいことを話し合い，学習課題を

つくる。
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５ 成果と課題

（１）成果２ ・メダカの雄と雌のからだの違いを見つ

け記録する。 ① 身近にある学校田を活用して，卵を採

・メダカの雌と雄の観察した結果を発表 取したり，その卵やメダカの観察を行う

する。 ことにより，生き物の存在を身近に感じ

・メダカを飼育して，卵を産ませる準備 る児童が多く，学習に積極的に関わろう

をする。 としていた。また，できるだけ，教材は

実験用具を一人一人に準備することによ

２ ３ メダカの卵の変化を調べよう り，問題を自ら解決しようとする意欲が

４ ・卵を採取する。 高まった。メダカは学校田に数百匹いる

５ ・腹に卵がついている方が雌であること し，メダカの観察の際は，ジッパー付き

６ を確認し，雄と雌の違いが理解できる ビニールを各個人に配布し，水と一緒に

７ ようにする。 メダカを入れて横と真上から観察するこ

８ ・毎日，観察を行い，記録する。 とができた。ルーペや解剖顕微鏡，顕微

・採取した卵を観察し，観察カードに日 鏡についてもできる限りの準備して観察

時，何日目の卵なのか，色，内部の変 させることにより，実感を伴った理解に

化，大きさや気がついたことを記入す つながった。

る。 ② 学校田に産み付けた卵を採取し，日々

・解剖顕微鏡の使い方を身に付ける。 の観察を通して，生命の連続性をとらえ

・ルーペで観察したり，解剖顕微鏡で観 させることで，動植物の生命を維持する

察したりする。 ためにお互いに生命がつながっているこ

・卵の中の変化の様子を観察する。 とに気付き，命を大切にしようとする態

・観察結果を発表する。 度が育っている。

・卵からメダカになるまでの観察結果を ③ 観察後に，気付いたことや分かったこ

基にメダカの卵の成長について話し合 との意見の交流を行うことにより，自分

う。 の意見との共通点や相違点に気づくこと

ができた。子メダカを観察した際は 「赤，

３ ９ 魚は何を食べているのだろう。 ちゃんははらのあたりがふくらんでいた

， 」 ，・学校田や池のメダカは何を食べている が 大人はふくらんでいなかった とか

のか観察する。 「大人のメダカは口を動かしていた 「口」

・観察の結果からメダカは何を食べてい を動かしていたのは何かを食べていたの

るか考える。 かもしれない」といった意見交流を行う

・顕微鏡の使い方を知る。 ことにより，子メダカの成長について学

級全体で考えるきっかけとなった。

（２）課題１０ ・メダカが生きている水の中には，何が

いるのか顕微鏡を使って調べる。 ① 科学的な言葉や概念，既習事項を活用

して，意見の交流を行ったり，説明活動

・メダカの食べ物についてまとめる。 を行ったりすることが十分にできなかっ１１

・魚の卵の中での成長と水の中の小さな た。１２

② 解剖顕微鏡や顕微鏡の操作のスキルを

上げていかなければならない。

③ 今後も学校田の活用の仕方を工夫してい

く必要がある。
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科学する楽しさを体感し，主体的に学ぶ児童の育成 

～第３学年「風やゴムで動かそう」の学習を通して～ 

 

                       仙台市立四郎丸小学校 新谷 真吾 

 
 
１ はじめに 

  本事例は，前任校（市立柳生小学校）での

実践である。３年生になって初めて学ぶ理科

を楽しみにしていた児童が多く，興味・関心

を持って観察活動に取り組む姿から，理科の

楽しさを感じさせる指導を意識して取り組ん

だ。そのために，実体験や楽しさを体感する

ことを意図した学習を多く取り入れるよう努

めた。 

本事例は，風やゴムで物が動く様子を調べ，

風やゴムのはたらきについての考えをもつこ

とができるようにすることがねらいである。

送風機を使い，風量を変えた場合の車の動く

距離を調べる実験を行い，データをまとめさ

せる。その後，このデータを使って，主体的

な学びができるよう，ゲーム要素を取り入れ

た実験を行うこととした。ゲーム要素を加え

ることで，児童がより主体的に学ぶことがで

きると考えたためである。 

 

２ 単元名「風やゴムで動かそう」 

 

３ 指導の実際 

学習に見通しをもって取り組み，主体的に

学ぶことができる児童を育てたいと考えた。

そこで，単元の初めに，単元活動名を考え（「風

ゴムパワーを使いこなそう」），学習の計画を

立てた。実験で得られた情報を整理し，活用

することで問題解決ができるようにし，目標

達成のための手だてとして言語活動を取り入

れることにした。研究の視点および手だては

次の通りである。 
 

（１） 科学する楽しさを体感し，実感の伴っ

た理解を得るための工夫 
 

風，ゴムいずれもゲーム要素を取り入

れた学習を終着点とすることで，必然性

が生まれ，見通しをもって問題解決がで

きるようにした。風の強さやゴムの伸び

方と車が動く距離の関係を，実験を通し

てとらえさせ，車の進み具合を調整する

必要に気付かせた。また，風の強さやゴ

ムの伸び方と車が動く距離との関係の実

験結果を定量的にとらえさせることも必

要と考え，実験結果を分布表に記録させ，

視覚的にもとらえさせるようにした。そ

の上で，児童自身の力で記録を整理し，

考察することができるようにしたいと考

えた。 
 

（２） 問題解決のための手だてとしての言語

活動の充実 
 

新学習指導要領では「言語活動の充実」

主な改善事項としている。言語活動を通

して，言語力を高めることを意図してい

る。言語は，コミュニケーションのツー

ルであり，思考のためのツールである。

思考し，表現する活動を意図した「思考

の場づくり」により言語活動の充実を図

ることができると考えた。風の強さやゴ

ムの伸び方と車が動く距離との関係の実

験結果を整理，分析し，予想したり仮説

を立てたりして学習ゲームに向けた話合

い活動をすることを，問題解決に向けた

思考の場とし。また，学習ゲームについ

ては，3 人で交代しながら 3 回ずつ車を

動かし，合計で 50 ポイント（1m 超える

ごとに 1 ポイント）にしたチームを勝ち

とするルールを設定することで，残りの

ポイントから車の特性や風の強弱につい
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て話し合う展開になるようにしたいと考

えた。 

 

（３） 指導計画 

次 時 主な学習活動 

風
で
動
か
そ
う 

１ 風の力で動く物を見つけたり，風

の力を感じたりする。 
○ 風の力を感じて遊び感じたこ

とや，気付いたこと，疑問に思

ったことを話し合う。 

２ 風で動く車を作って走らせる。 
○ 車に取り付ける風受けを各自

で工夫して風で動く車を作り，

うちわであおいで走らせる。 

３ 風の強さを変えると，車の動き方

はどのようにかわるのか調べる。 
○ 送風機を使い，弱中強の風量で

実験を行う。 

４ 風の強さを変えると，車の動き方

はどのようにかわるのかまとめ

る。 
○ 実験結果を分布図（マイデー

タ）に表し，整理し，結果を基

に考察し，風の強さの違いによ

る，車の動き方についてまとめ

る。 

風
で
動
か
そ
う 

５ 
本

時 

風パワーを使い，「3 人 9 回で 50
ポイントをめざそう」をする。 
○ マイデータをもとに予想し，作

戦を立てる。 
○ ゲームを行い，結果から考察を

行う。 

ゴ
ム
で
動
か
そ
う 

６ ゴムの力で動く物を見つけたり，

ゴムの力を感じたりする。 
○ ゴムを使って遊び，ゴムの弾性

を体感する。 

７ ゴムののばし方を変えると，車の

動き方はどのようにかわるのか調

べる。 
○ ゴムののばし方を変えて実験

を行い，結果を分布図（マイデ

ータ）に表し，結果をもとに考 

７ 察し，ゴムののばし方の違いに

よる，車の動き方についてまと

める。 

８ ゴムパワーを使い，「3 人 9 回で 50
ポイントをめざそう」をする。 
○ マイデータをもとに予想し，作

戦を立ててゴールインゲームを

行う。 
○ ゲームを行い，結果から考察を

行う。 

ま
と
め 

９ ○ 生活の中で，風の力やゴムのは

たらきを利用したものを知り，

自分たちのまわりにどんなもの

があるか話し合う。 
 

（４） 本時の指導（9 時間扱 本時 5/9 時間） 
① 本時のねらい 

前時までの実験で得られたデータの傾

向を生かし，予想したり仮説を立てたり

することで，自分なりの考えをもち，風

の力を調節して，目的の場所まで車を動

かすことができる。 
 
② 研究の視点 

◯ 研究の視点(1)  
 科学する楽しさを体感し，実感の伴

った理解を得るための工夫 
 

    「3人 9回で 50ポイントをめざそう」

を学習の終着点に設定し，実験に必然

性を持たせて取り組ませた。前時まで

の実験で得られた風の強さと車が動く

距離との関係の実験結果を定量的にと

らえさせるために記録させた分布表を

基に，車の進み具合を調整させた。児

童自身の力で記録を整理し，予想した

り仮説を立てたりすることができるよ

うにさせたいと考えた。 
 

◯ 研究の視点(2)  
 問題解決のための手だてとしての言

語活動の充実 
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風の強さと車が動く距離との関係の

実験結果を整理，分析することを通し

て，予想することができるようにした。

実験結果をもとにしたグループ内での

話合い（思考の場）では，残りの距離

と風の強さを勘案して予想するといっ

た，見通しをもった学習活動が展開で

きるように支援を行った。また，ゲー

ムの勝敗だけにとらわれないようにし，

結果から勝敗の理由を考察できるよう

に問題を意識させて学習できるように

させた。 
 

③ 指導過程 
段 主な学習活動 

導
入 

1 前時の学習を想起し，学習問題をつ

かむ。 
風パワーを使いこなして，「３人９回

で５０ポイントをめざそう」をしよう。 
・ ゲームのルールを確認する。 

予
想 

2 予想を立てる。 
・ 作戦を話し合う。 

 （1 回目での到達距離を予想し，2 回

目以降に見通しを持つ） 

実
験 

3 実験を行う。 
・ 目標到達地点に向けて送風機を使

い，車を動かす。 
・ 風の強さについて話し合い，動く

距離を予想する。 
・ 3 人で 3 回ずつ 9 回分での得点ポ

イントを合算し，合計 50 ポイント

に近づける。 

結
果 

4 結果をまとめる。 
・ 3 人 9 回で 50 ポイントに近づけ

ることができたか，実験の結果を振

り返る。 
・ 指定された書き出しに続けて結果

を書く。 

考
察 

5 結果を発表する。 
・ チームごとに結果を発表する。 
・ 作戦や工夫したことを発表する。 

 

・ 他チームの発表を聞く。 

 6 次時の学習を知る。 
・ ゴムの力を使って学習することを

知る。 
 

 

３ 成果と課題 

 （１）成果 
   ◯ 送風機の風量の違いによる動く距離

のデータを使って予想することで，児

童は記録を整理し，仮説を立てながら

取り組むことで，話し合いを進めなが

ら実験に取り組むことができた。 
   ◯ 体育館を全面使い，ダイナミックに

実験を行い，楽しさを実感させること

ができた。 
   ◯ ルールを簡単にしたことで，実験を

しやすく，結果も得やすくなり，児童

は取り組みやすかったようだ。 
   ◯ 目標（50 ポイント）が決まっている

ので，見通しを持ちながら送風機の風

量を調整したり，交代する順番を変え

てみたりして主体的に実験に取り組む

ことができた。 
   ◯ 1m 超えるごとに 1 ポイントという

分かりやすい計測ルールにしたことで，

測定しやすく，計算もスムーズにでき

た。 
 
 （２）課題 
   ● まっすぐ走る車を作ったり，風受け

を工夫したりと，ウィンドカーのもの

づくりの段階でしっかりとした取り組

ませ方も必要と感じた。 
   ● データを得るための実験を教室で行

い，本時の実験を体育館で行ったため，

結果に差が出てしまったグループもあ

った。 
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植物遊び・磁石遊びの一例
白石市立深谷小学校 髙橋 英昭

１ ヤマボウシの葉で
ヤマボウシ（ハナミズキも可）の葉を千切ると，葉脈からクモの糸

のような繊維が伸びて，一見すると千切った葉片が中に浮いているよ
うに見える （右写真）。
これだけで草花遊びになるのだが 「いったいどんな仕組みでこうな，

るのだろう？」と考えさせると面白い（高学年向き 。）
子どもが考えるものとして，
① 葉の葉脈から，繊維が「抜けてきた」という鞘（さや）説。
② ゴムのように葉脈の中の繊維が伸びたというゴム説。

の２つが出されよう。
そこで何度も千切らせたりじっくり観察させたりする。すると，ど

うも中から抜けてきたものではないことに気づく（千切った葉片の幅
より糸のようなものが長い場合 。それで「鞘」説 は却下となる。）
続いて「ゴム」説。これは敢えて教師が否定する （植物細胞は細胞。

壁があるため動物細胞よりも変形や弾力性に乏しい。また，粘着性がな
いことや樹液が伸びたものでもないことから ）。
では，どうなっているだろうと子どもたちは窮するが，様々な植物の

生態や私たちの身近なもので，長く伸びるような仕組みのものはないか
を探させたり考えさせたりする。ヘチマの巻きひげやバネ・電話のコー
ド等の螺旋状のものに気づかせたい。
「バネのようなものが伸びているのではないか」という仮説をもとに
葉片から出ている糸を顕微鏡で観察すると糸のようなものがバネ・螺旋
状になっているのが確認できる（右写真 。）
これは維管束の導管を取り巻く組織だと思われる。樹木の木部が弾性を持つのもこの構造と関係

があるのかもしれない。
生物の螺旋構造（スパイラル）というと、ＤＮＡの二重螺旋がある。アサガオも螺旋状に巻く。

カタツムリや巻貝もそうだ。互生の枝が茎に対し螺旋状に出ていたり、スギなどの樹木の樹皮もね
じれているものを見かける。生物の螺旋構造は、注意するといたるところで見られる。

２ 磁石を使って
岩手県の北上山地，釜石市や遠野市周辺の河川や河原で「餅鉄（べ

いてつ 」と呼ばれる円礫状の磁鉄鉱( や赤鉄鉱( ）が採取） Fe O Fe O3 4 2 3）
できる （右写真 。。 ）
鉄鉱石なので磁石を用いて探すのだが，これがなかなか楽しい。

３０ｃｍ位の大物から砂粒位まで様々な大きさで採取できる。鉄を含
有しているので他の石よりズシリと重い。磁鉄鉱のものは黒色で，赤
鉄鉱のものは暗紫色から赤褐色をしている。表面をこすり合わせたり
磨いたりすると金属光沢を呈する。特に赤鉄鉱は 「鏡鉄鉱」と呼ばれ，
るものがあり結晶面が光を強く反射する。
これまでに採取した餅鉄の中に，天然の磁石になっているものがあ

ることに気づいた。石全体ではなく，部分的に磁性を帯びているのだ
（右下写真 。落雷などで磁性を帯びたようである。）
３年生の磁石の授業で餅鉄を使う。３～５ｃｍ程の餅鉄を床にたく

さん並べ 「餅鉄釣り」をすると子どもたちは嬉々として打ち込む。ま，
た，２～３ｍｍ程のものを砂鉄代わりに用いると，粒が大きいため扱
いやすい 「磁石にくっつく石」ということで子どもたちの石に対する。
興味が高まり，様々な石に興味を抱く。
ところで，留意したいこととして
①教材の磁石セットに砂鉄代わりに鉄粉を使っているのがある。鉄

粉も砂鉄も磁石にはくっつくが，砂鉄（磁鉄鉱など）の酸化鉄は電流
を流さない。鉄粉は鉄であり，砂鉄は酸化鉄で違う物質なのだ（ 鉄粉」と標記されていれば問題「
はない 。）
②砂鉄や鉄鉱石を高温で溶かせば鉄になると思われている。砂鉄も鉄鉱石も酸化鉄なので木炭や

石炭で「還元」しなければ鉄はできない。昔（明治以前）の炭焼きは，暖房用もあったと思うが，
製鉄（たたら製鉄）や鍛冶のための還元剤として大量の需要があったと思われる。
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ワクワク♪♪

～ 理科大好きフェスティバルから ～
子どもたちが楽しむ！おもしろ実験・工作のいろいろ！！

岩沼市立岩沼南小学校 教諭 石川 弘樹

☆はじめに

２年前から岩沼市では，子どもたちに理科実験のおもしろさや，科学の不思議を実際に

体験できる「理科大好きフェスティバル」を実施してきています。今年も岩沼小学校を会

場にして市内の各小学校からの実験ブースや各企業からのブースが出て，多くの子どもた

ちの目を輝かさせることができました。

ここでは，岩沼南小学校ブースで出した実験・工作を紹介したいと思います。学級でも

手軽にできるものばかりですので，参考にして是非お試しください！

人工イクラをつくろう 万華鏡をつくろう

［主な準備物］ ［準備物］

・１％アルギン酸ナトリウム水溶液 ・偏光板２枚（円形にカットします）

（絵の具で着色しておきます） ・シャーレ（ 枚で 円でした）120 2,250
・５％塩化カルシウム水溶液 ・セロハンテープ

［実験方法］ ［実験方法］

①アルギン酸ナトリウム水溶液をスポイ ①１枚の偏光板にセロハンテープを適当

トでとり，塩化カルシウム水溶液中に落 に貼ります。

とします。イクラの完成！ ②①の偏光板をシャーレの内側の底に貼

②水を入れたペットボトルに作ったイク ります。

ラを入れて鑑賞します ③もう１つの偏。

［当日の様子，工夫等］ 光板をシャーレ

・理論抜きに球状のも のふたの外側に
．．

のができることを子ど 貼ります（内側

もたちは楽しんでいま に貼るよりもき

した。 れいに見えます 。）

・いろいろな色のイク ④ふたを回転させると色が変わって見え

ラを作ったことで，見 ます。

た目がきれいになりました。 ［当日の様子，工夫等］

・用意した偏光板が無くなり，①の偏光

［参考文献］ 板を切れ端のものにしてみたら，それも

・ きれいに見えました。偏光板の形を工夫左巻健男，内村浩編著：おもしろ実験・も

するとおもしろいと思います。のづくり事典 （東京書籍， ）p.400-402 2002

☆おわりに

イベントの特性上 「多人数を 「待たせることなく」行うことが大事だと考えました。， 」

特に偏光板を用いた万華鏡作りでは，予算もあったので，シャーレを購入して対応しまし

たが，筒の部分を工夫すれば時間は多少かかると思いますが，経費は削減できます。

今回のイベントを契機に，身近にある物で経費を抑えた実験やものづくりを考えて，ち

ょっとした時間に行えるようにしていきたいと思います。
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１ はじめに 
  第５学年の児童にアンケート調査をしたところ，およそ半数の児童が「ふりこという

ことばを聞いたことがない」と答えた。また，多くの児童が「ひもの短いブランコとひ

もの長いブランコが行って戻ってくる時間は同じだと思う」と考えていることが分かっ

た。この実態を受けて，ふりこについてもっと知ってもらう必要があると思い，以前目

にした糸の長さが違うふりこ模型を参考にして，できるだけ簡単に作ることにした。初

めは安定させるため全体的に金属で作ろうと考えたが，加工のし易さを優先して木材で

作った。その結果思っていたより安定したものができ，ふりこの性質を実感させるのに

役立ったと感じる。 
 
２ 糸の長さが違うふりこ模型の製作 
 ○ 必要なもの 
  ・角材（2 種類 3 本ずつ） ・円柱の木材（3 本） ・ビー玉（半径 1.5cm １２個）   

・たこ糸 ・六角ナット（M3 5.5ｍｍ） ・超強力接着剤 ・釘（６本） ・金づち 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    この角度から見るときれいです           真横から見た写真です 

第５学年 「ふりこのきまり」で活用できる自作教材 
～ 糸の長さが違う振り子模型 ～ 

大崎市立三本木小学校 教諭 日塔 正晃 

等間隔で 

ビー玉が斜め一列になるように 

六角ナットを超強力

接着剤でビー玉につ

けて，たこ糸を通し

ます。ペットボトル

のふたを使うと作業

しやすいです 

釘で打って角材

同士を組み合わ

せます 

長さ 600mm×9×18 
白木角材 固定用２本 

長さ 600mm×9×24 
桧角材 左右２本ずつ 

600mm×18Փ 
円柱丸棒ヒバ 
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１ はじめに 

  第６学年の理科指導において，学年全体を通して環境の視点を軸として学習を進めていくことが

できるように単元が構成されている。その中で，「生き物のからだのつくり」及び「生物と環境」

についての学習を行う中で，生物と環境との関わりを捉えると共に，生命や環境を尊重する態度を

育てていくことがねらいである。 
  ここでは，「動物のからだのはたらき」のまとめの段階において，人やほかの動物の呼吸，消化，

血液のはたらき，また，それらを維持するための臓器についてまとめる際に，煮干しの解剖を取り

入れることで，実感を伴った理解につなげられると考える。紹介する煮干し（カタクチイワシ）の

解剖の仕方は，２４年度栗原地域事務所小学校理科中核教員研修会で行われたものを参考にした。 
 
２ 煮干しの解剖と観察 

 （１）準備物 
   ① カタクチイワシの煮干し 
    ・とにかく大きいもの（８ｃｍ以上が必要） 
    ・まるまる太っているものが解剖に最適 
    ・児童一人に３匹くらい用意 
   ② ピンセット，つまようじ 
   ③ 児童用ワークシート 
   ④ 実物写真のシート 

⑤ 木工用ボンド 
   ⑥ 作業用Ａ４コピー用紙 
   ⑦ ＣＤのクリアケース 
     （解剖したものを入れるため） 
 
 （２）解剖を通して見付けさせたいもの 
   ・えら ・食道 ・背骨 ・胃  

・心臓 ・腸 ・肝臓 ・血管  
・せきずい ・筋肉 

    
                     ※「煮干しの解剖資料室」http:/www.geocities.jp/niboshi2005/ 

３ おわりに 

  煮干しの解剖・観察を通して，児童は魚のからだのつくりに興味を示した。さらに，人のからだ

の呼吸や消化，血液循環などしくみとの共通点などに気付くことができ，ほかの動物に対する見方，

考え方が広がった。本単元は，直接観察や実験が難しいこともあり，教材として有効であると感じ

た。また，科学クラブ活動等でも活用できると考える。 

第６学年 「動物のからだのはたらき」で活用できる身近な教材 
～煮干しの解剖・観察を通して魚の体のつくりを知ろう～ 

栗原市立志波姫小学校  佐藤 重博   

④ 実物写真のシート（一部） 

③ 児童用ワークシート 
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下流の川原の石が丸みを帯びるわけを探る 

登米市立石越小学校  鈴木 康史  

１ はじめに 

５年生の理科では，「流れる水のはたらき」として，流れる水の３作用と自然の川のはたらきについて

学習します。その中で，上流の方は川原の石がゴツゴツして大きいのに対し，下流は比較的小さく，しか

もほとんどが丸みを帯びているということを学習します。知識としては，上流から下流に流れるうちに，

石どうしが，あるいは石が川底に衝突することで，欠けたり割れたり削れたりしてそうなるということを

学んで欲しいのですが，いずれも川の中での現象なので，観察するわけにも行きません。そこで，それを

モデル実験を通して体感する実験を工夫してみました。紹介します。 

 

２ 川の中で石がどのようになるかのモデル実験 

準備物 

  ・空きびん（ふた付きで，閉めた時に水漏れしないものがいいです。インスタントコーヒーやのり佃煮

のびんなどです。） 

  ・滑石（水酸化マグネシウムとケイ酸塩からなる鉱物で、粘土鉱物の一種です。美術の彫塑の材料や篆

刻の素材として教材カタログに載っています。中学・高校美術のカタログを探してください。） 

 下準備 

滑石は，１辺２cm くらいのキューブ上にカットしておくとよいでしょう。「石を切るの？」と思われる

かもしれませんが，滑石はモース硬度1の基準となるもので，鉱物の中で最もやわらかいそうです。人の

爪でも傷つけることができます。（ちなみに爪の硬度は２.５度だそうです）。のこぎりで簡単に切れます。

私は電動糸のこで切りました。 

 実験方法 

  実験方法はいたってシンプルで，水と一緒に滑石のキューブをびんの中に入れ，ひたすらシェイクする

というものです。 

  振れば振るだけ，滑石の角が取れて丸くなっていくのが分かります。 

  比較のため，グループの中で，２００回振る児童，５００回振る児童，１０００回振る児童などと担当

を分け，中から出した滑石を並べてみるといいでしょう。一目瞭然です。長く振っていると相当疲れてく

るので，交代させながら行うとよいでしょう。 

  水の量はビンの７分目ぐらいがいいかと思います。川の水の中での出来事ですから，多めに入れて下さ

い。 

  なお，振り終わったびんから滑石を取り出すと，後には水と削れた滑石のかけらや粉が残ります。これ

が，川底の何にあたるか尋ねると，子どもたちはすぐ「砂だ！」と答えてくれるでしょう。そのため，川

の下流には，砂が多く堆積していることにつなげて考えることができます。 

  グループ内での比較実験の際には，できれば全く同じ容器を使用するのがベストです。 

  また，まれに滑石が当たる勢いで，びんにひびが入ることがあります。安全を期すために，シェイクす

る際は，ジッパー付きのビニール袋などに入れて行うといいかと思います。 
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○5 年生の物のとけ方の学習で，水の温度

を変えて物のとけ方を比べる実験を行い

ますが，その際，教科書の実験では以下

のような保温セットを作り，実験を行う

ようになっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子どもたちの手際の問題もあるのです

が，どうしても表題のようなことが多く

なってしまいます。 
そこで発泡ポリスチレンの保温性能を

高めるためにふた付きにしてみました。 
ホームセンターなどで売っているカッ

プ 
 
 
 
容器を切っただけの物ですが，お湯を外

気にあまり触れさせないようにするだけ

でかなり性能が上がります。 

 
この保温セットで実験しますとビーカ

ーをつけておくお湯があまり冷めません

ので，6～8 グループでもポット一つあれ

ばお湯の交換なしでかなり実験ができま

す。 

 
 また温度計も洗濯バサミの利用で持っ

ていなくてもよくなります。うどんの容

器を二重にするとさらに完璧です。 

先生！温度が下がっちゃいます。お湯ください！ 
東松島市立大曲小学校 村上健志 



校庭で化石ホリダー！ 

仙台市立七北田小学校 髙橋 圭 
〈はじめに〉 

 子供たちはキラキラしたきれいな宝石や化石が大好きです。そんな宝石や化石が校庭で取れたら，

大興奮ですよね。それがなんと，取れちゃうんです！一人がお宝をみつけると，休み時間砂場に寝

転がってお宝を探す化石ホリダーであふれます。石から自然に興味をもつ子が増えたら嬉しいです。 

 

〈先生の石コレクション紹介〉 

石といっても，いろいろな石があります。字の書ける石，火

をおこす石，ナイフになる石，光る石，水に浮く石，大昔の生

き物が石になった化石などなど。色々な石に触らせ，石に興味

を持たせます。一番人気はキラキラ光る水晶！実は，校庭でも，

水晶の仲間の石（石英）が拾えること教えると子供たちの目が

水晶のようにキラリと輝きます。 

 

〈校庭で水晶拾い＆キラキラバッチ作り〉    

       

子供たちが『ダイヤモンド』と呼んでいる透明なガラスのような石が石英です。石英が結晶化し

たものが水晶です。フィルムケースとルーペを持たせ，いざ校庭へ。みんな夢中になって石英拾い

に没頭していました。教室に戻って，金銀のボール紙を好きな形に切り，ボンドで拾ってきた石を

思い思いに貼ってバッジを作りました。 

 

〈化石発見！なぜ校庭からサメの歯や貝の化石が出てくるの？？〉 

 砂に混じって，貝の化石もたくさん

見つかりました。そしてついにサメの

歯の化石発見！すごい！！サメや貝が

出て来るってことは，七北田小は昔海

だったの！？確かに，七北田の地層を

調べると大昔，約 1000 万年前の海の

底にたまった砂の地層（青麻・七北田

層）が見られるので，七小も大昔は海

だったのです！ただし，校庭にしいて

ある砂は「富谷町鶴巣」の辺りから運ばれてきたものなので，今見つかっている化石もそこから運

ばれてきたものと考えられます。市内の小学校ではここの砂が多く使われているので，どこの校庭

でも見つかる可能性があります。サメの歯化石をみつけた子にはラベルをあげて標本にしてあげま

す。うわさはすぐに広まり，１年生から６年生まで化石をみつけると報告に来るようになります。 

No.                               

分類 化石  

       サメの歯 化石    

 学名  カルカライナス  

 産地  仙台市立七北田小学校 校庭 

 時代  約１０００万年前 （青麻層） 

 採集者           20１3/  / 
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１．研究主題 
 「児童に主体的な追究をうながす 

楽しい授業の創造」 

２．年度事業の概要 
 （１）理科教育研究部総会 

    ５月 ２日（木）角田市立角田小学校 

   ① 平成２４年度事業及び決算の報告・承認 

   ② 平成２５年度研究主題の協議 

   ③ 平成２５年度事業及び予算の協議・承認 

   ④ 役員改選（平成２５年度部員数 ４８名） 

   ⑤ 研修会 

     「科学的な見方や考え方を養う理科授業を目

指して」 

－主体的な問題解決を促す教材の活用を通し

てー 

講師 大河原町立大河原小学校  

髙橋大介先生 

 

 （２）第１回委員会・研修会 

    ７月 ２日（火）白石市立深谷小学校 

① 理科指導の現状について情報交換 

② 助言指導 

白石市立深谷小学校 髙橋校長先生 

   ③ 夏期研修会について 

   ④ 理科教育のあゆみについて 

 

 （３）夏期研修会 

    ７月 ２日（金）仙台市天文台 

   【目的】 

     天文についての理科指導の指導力向上を図

る。 

   【内容】 

「プラネタリウム見学」 

「天文台施設見学」  

 

（４）第２回委員会・研修会 

         ２月上旬（予定） 

① 今年度の事業及び決算の報告 

② 次年度の研究の進め方について 

③ 次年度一斉研究会に向けて 

④ 次年度の夏期研修会について 

 

３．本年度委員＊敬称略 
  部 長 髙橋 英昭（白石市立深谷小学校） 

  副部長 相原 勝春（白石市立大鷹沢小学校） 

  副部長 石塚 幸雄（角田市立東根小学校） 

  委 員 八巻 貴紀（白石市立斎川小学校） 

      佐藤 良彦（白石市立白石第二小学校） 

      佐久間 毅（白石市立小原小学校） 

      平山 ゆみ（川崎町立富岡小学校） 

      玉田 芳治（柴田町立船岡小学校）  

      八巻 邦康（丸森町立大内小学校） 

      野口 英明（角田市立北郷小学校） 

      日下  伸（丸森町立大張小学校） 

  事務局 小片 広典（大河原町立大河原小学校） 

 

大 河 原 地 区  
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仙 台 地 区
１ テーマ

（ ）夏季研修会 ８月２日「科学する楽しさを体感する理科授業の創造｣ 3

－興味・関心をもつ教材の工夫と活用－ ・内容「日本製紙岩沼工場見学」

・講師 日本製紙岩沼工場職員

・会場 日本製紙岩沼工場２ 部会役員

・部 長 佐藤 顕義（岩沼南小） ○研修の様子

・副部長 鎌倉 洋海（亘理吉田小） まず，工場の概要や環境に配慮した取

安倍 浩一（杉の入小） 組について映像を通して説明を受けた。

各郡市町正副部長連絡員 その後，工場内を丁寧に説明を受けなが

亘理郡 鎌倉 洋海（亘理吉田小） ら見学した。

南條 一敏（山下第一小） 見学後は，環境対策や技術面について

岩沼市 佐藤 顕義（岩沼南小） 質疑応答がなされ，更に理解を深めるこ

土井 謙治（岩沼小） とができた。

名取市 古山 顕市（増田西小） （ ）授業研究会 １１月１４日4

平栗 秀勝（相互台小） （亘理郡教研・仙中教研と共催）

塩竈市 安倍 浩一（杉の入小） ・内容 ５年「ふりこのきまり」

（ ）加藤 聡（塩竈第一小） ・授業者 野地 修 教諭 山下第一小

竹荒 雅浩（月見ヶ丘小） ・会場 山元町立山下第一小学校

多賀城市 浅野美和子（天真小） ○授業及び事後検討会の様子

近藤 百合（多賀城東小） 本時はふりこのテンポをメトロノーム

松島町 大和 宏子（松島第二小） のリズムに合わせるために何の条件を変

七ヶ浜町 佐藤 文明（松ヶ浜小） えればいいかについて追究することを課

利府町 遠藤 浩（利府第三小） 題とした授業だった。

黒川郡 小野寺一浩（落合小） 事後の話合いでは，自作ふりこで各自

加藤 幸男（富ヶ岡小） の実験を可能にした点や児童に追究しよ

うとする意識が高められた点が評価され

た。また，小中学校でのノートの扱いの３ 事業・活動状況等

（ ）総会・研究部会 違いなどの情報交換がなされた。1

・役員選出，年間計画 ５月 ９日 ( ) 正副部長会，研修会 ２月5

会場 名取市文化会館 ・本年度事業のまとめと反省

（ ）正副部長会，研修会 ６月２５日 ・次年度の事業のあり方の検討2

・事業計画，予算 会場 岩沼市立岩沼南小学校

・各地区の活動計画，情報交換

４ 活動を振り返って・協議「夏季実技研修会内容について」

「理科教育のあゆみ編集について」 ・夏季実技研修会，授業研究会ともに，

会場 岩沼市立岩沼南小学校 視野を広げるよい研修となった。授業

提供をしていただいた先生に感謝する。
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大 崎 地 区
１ 研究主題

「実感を伴った理解と科学的な考え方を深め

る指導の工夫」

－ 児童・生徒の実態に即した

観察・実験を通して －

２ 重点事項

○ 研究主題に迫る実践を積み重ねるととも

に，会員研修に課題意識をもって積極的に

参加する。

３ 役員

部 長 門間 進（古川東中）

副部長 加藤 宏（月将館小）

県幹事 佐藤 司（上多田川小）

尾口 洋行（古川一小）

今野 克也（古川中）

佐々木 晋（小野田中）

４ 係

（ ）県理科教育のあゆみ 日塔 正晃 三本木小

（ ）県理科の自習学習帳 千島 拓朗 中新田中

５ 本年度事業

５月１０日 ぱれっと大崎（１）総会

○前年度事業，会計報告

○役員選出方法審議

○役員選出

○研究主題設定

○本年度事業計画，予算案検討

５月１０日 ぱれっと大崎（２）研修会

○研究発表

・発表者 結城 瑞穂（小野田小）

「仮説実験授業を取り入れた授業つくり」

○研修 「２０１３年の天文イベント」

・発表者 松浦 善博

（大崎地域広域行政事務組合教育委員会

生涯学習係主査兼学芸員）

８月６日（３）夏季研修会

大崎地域広域行政事務組合教育委員会との

共催で，大崎管内環境教育指導者実践研修会

として夏季研修会を以下のとおり実施した。

①目的

○大崎地域における地域施設の研修・教材

の開発を通して、日常の学習指導に役立

てる。

○天体観測等の天体学習を指導するにあた

って、必要な教材の開発および情報交換

を通して、実践的指導力を養うとともに

幅広い知見を得る。

②会場及び活動場所

ぱれっと大崎

③講師

大崎生涯学習センター プラネタリウ

ム担当職員

④内容

プラネタリウムを活用した学習指導

天体望遠鏡の操作法等

１１月８日（４）一斉研修日

（宮城県小中学校理科教育研究大会）

①趣旨

○学習指導要領で求められている実感を伴

った理解を図るための指導法や評価の在

り方について授業研究を通して明らかに

する。

②会場 ぱれっと大崎

大崎市立古川南中学校 古川第五小学校

③内容

○研究授業 遊佐賢（古川南中）

千葉孝行（古川第五小）

○研究発表 小（白戸剛司 高橋大介）

中１分野（伊藤直之 相田慎也）

中２分野（齊藤弘一郎 阿部拓実）

（５）理事会

６月 ・夏季研修会 一斉研修日について

審議及び研修

８月 ・一斉研修（県大会）について

授業事前検討会

１０月 ・一斉研修（県大会）

役割分担等確認

１月 ・本年度事業の反省，決算確認
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１ 研究主題 

 ｢主体的な探究活動を促す理科教育の工夫」 

～身近な素材の教材化を通して～ 

 

２ 研究の進め方 

（１）研究授業と研究討議 

 

３ 役 員 

 会 長  菅原  太 （津久毛小） 

  副会長  曽根原 朗  （築館小） 

            原  吉宏 （築館中） 

            小野寺敏幸 （栗原西中） 

 県幹事  菅原  太  （津久毛小） 

       曽根原 朗 （築館小） 

            長谷川 研  （一迫小） 

 理科教育のあゆみ編集委員  

      佐藤 重博  （志波姫小） 

  事務局  菅原 幸枝 （金成小） 

 

４ 本年度事業 

（１）総 会 ５月 ８日（水）〈栗駒小〉 

    ①２４年度事業・決算報告 

    ②２５年度研究主題の設定・研究推進 

      ・具体的な計画は，会員の要望をもと    

に後日役員会で決定することを確認 

  ③２５年度事業計画・予算案 

    ④２５年度役員選出 

 

 

 

 

 

 

（２）第１回役員会  ７月 ４日（木） 

   ①研究推進計画の確認 

  ②第１研究日の運営 

    ・授業提供者の決定 

   ・研修会の持ち方の吟味 

   ・当日の係分担決定 

   ・日程の確認等 

   ③研修 

   ・理科教育の課題について（情報交換） 
 
（３）第１研究日   ９月 ６日（金） 

          会場：栗原市栗駒中学校 

  ①実施内容 

   ・授業提供と研究討議  

      ＜授業提供者＞ 

教諭  若生 亮 (栗駒中) 

中学校２年『電流の性質』 

       ＜助言者＞ 

      教頭  佐々木 勉（築館中） 

     教頭 長谷川 研（一迫小） 

    ＜司会者＞ 

     教諭  須藤 浩章（志波姫中） 

   

（４）第２回役員会 ２月実施 予定 

   ①会計監査 

   ②２５年度の活動の反省 

    ③２６年度の計画 

栗 原 地 区 
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１ 研究主題 

「主体的な探究活動を促す理科指導の工夫」 

―身近な素材の教材化を通して― 

 

２ 本年度の重点 

 ・指導力向上のための理科部員相互の理科授 

業参観 

 ・一斉研修の内容の充実 

 ・研究紀要「胞子の芽ばえ」の内容の充実 

 

３ 本年度の役員 

 ・部 長 奥山  勉 （石森小校長） 

・副部長 千葉 貞孝 （柳津小教頭） 

菊 祐二郎 （加賀野小教頭） 

佐々木吉行  (石越小教頭) 

 ・事務局 鈴木 康史 （石越小教諭） 

 ・県幹事 奥山  勉 （石森小校長） 

 千葉 貞孝 （柳津小教頭） 

菊 祐二郎 （加賀野小教頭） 

佐々木吉行  (石越小教頭) 

 ・理 事 

   「理科教育のあゆみ」編集委員 

      佐藤  純 （北方小教諭） 

   「胞子の芽ばえ」編集委員 

      佐藤  康 （浅水小教諭） 

 

３ 本年度の事業 

（１）総 会 

  （４月２３日：登米市立中田中学校） 

①研究主題の決定 

②役員選出 

③事業計画の立案 

（２）第１回理事会および研修会 

    （８月２日：みやぎ生協加賀野店） 

  ①会計報告及び会計予算 

  ②一斉研修の内容検討 

  ③「理科教育のあゆみ」について 

  ④「胞子の芽ばえ」について 

  ⑤県幹事会の報告 

  ⑥研修会 

 

 

 

 

 

 講話「子どもの興味・関心を引き出す理 

科指導の工夫」 

講師 菊 祐二郎 （加賀野小教頭） 

（３）一斉研修 

    （１０月３日：登米市立石越小学校） 

①研究授業 

   ○単元名：４年「ものの温度と体積」 

   ○児 童：登米市立石越小学校４年１組 

２０名 

   ○授業者：宮城教育大学附属小学校 

教諭 梅津 祥吾 先生 

 宮城教育大学附属小学校から３人の理科

部の先生方にお出でいただいて，いわゆる

「出前授業」をしていただき，それを部員

で参観させていただいた。内容は，温度の

上昇，下降による空気の膨張，収縮につい

て。教科書にある教材ではなく，空気が膨

らむようすを体感できるように開発したゴ

ム風船を使用しての実験だった。教材もさ

ることながら，授業の組み立て方や発問，

子どもへの接し方など，様々な面で参考に

なる授業を見せていただいた。 

②講 話 

   ○主 題：「子どもが確かに分かる，理科 

の授業づくり」 

   ○講 師: 宮城教育大学附属小学校 

教諭 武山 幸一郎 先生 

         教諭 渡部 智喜  先生 

 授業に続けて，３人の先生方から，宮城

教育大学附属小学校理科部の実践と研究に

ついてお話しいただいた。常日頃から同じ

学校で理科について話し合い，研鑽してい

る様子がうかがえた。特に授業づくりにつ

いてお話いただいたが，実験の準備だけで

なく，授業の展開の仕方，発問，思考場面

の設定など多くの事項を考慮に入れ授業を

組み立てていることが分かり，部員の明日

からの授業づくりに大いに参考になった。 

（４）研究紀要第５０集「胞子の芽ばえ」の発 

   刊（３月） 

登 米 地 区 
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本 吉 地 区 
 
１ 研究主題 

 管内小学校教員の理科指導力向上の試み 

～小学校理科部会の取組の工夫を通して～ 

 

２ 本年度の重点 

管内小学校で理科を指導している教員に理

科の指導上の悩みや，効果のあった指導法に

ついてアンケートを取る。それをまとめ，管

内小学校に配布し，指導法共有の輪を広げる。 
 

３ 本年度の役員 

  部会長  豊田 康裕 （白山小校長） 
  副部会長  千葉 英志 （伊里前小教頭） 
  県幹事  豊田 康裕 
       千葉 英志 
       中谷  泉 （九条小教諭） 
  事務局  中谷  泉  
 
４ 本年度の事業 

 ５月 研究部会 
 ８月 一斉研修日 
  ・地形と地質実技研修会（午前） 
  ・模擬授業研究会と研究協議（午後） 
１１月 授業研究会・実技研修会 

・「水溶液のはたらき」（6 学年） 
授業者 伊里前小学校 

     小川 敏 （教諭） 
  ・「水溶液の実験技法の研修」 
    講 師 千葉 英志（伊里前小教頭） 
 ２月 本吉地区理科のあゆみ発刊 
 
５ 一斉研修日の様子 

 開催日 ８月８日（木） 
 会 場  

【地形と地質研修】 
・気仙沼市魚町，東側根，白石 

  ・鹿折金山資料館 
 【模擬授業・研究協議】 
  ・気仙沼市立白山小学校 
 参加人数 ２０名 

講 師 豊田 康裕 （白山小学校長） 

模擬授業者 田中  研 （小原木小学校講師） 

    佐藤 克彦 （唐桑小学校教諭） 

 

 
概 要  

午前中は，市内魚町の神明崎付近の地質観察を

行う。また,東日本大震災における湾内での津波の

高さの違いは地形や水深の違いによるものである

ことを，当地方の地形図をもとに豊田校長から説

明を受けた。その後，鹿折川中流の東側根に移動

し，石灰岩が露出している崖を確認し，その地層

が内陸部まで続いていることを理解した。更に上

流の白石まで北上し，川底から松葉石や腕足類，

ウミユリ等，多くの動物化石を採集した。その後，

鹿折金山資料館を見学した。石灰岩の分布を手掛

かりに地層の広がりを調べることができた。 

 
【鹿折川上流で化石を採集する部員】 

 

午後は白山小学校理科室において田中研先生に

よる３年「風やゴムの力」と佐藤克彦先生による

５年「ふりこのきまり」の模擬授業及び研究協議

が行われた。児童役と教師役になりながら，意見

を交換し，今後の授業に生かすことができる成果

を得ることができた。 

 
【児童になりきり振り子の実験に取り組む部員】 
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１ 研究主題 
  児童生徒が主体的に活動できるための指導法

の工夫 
 ～見通し，目的意識をもち，身近な素材を 

活用した観察・実験を通して～ 
 
２ 役 員 
 ・会 長   齊   隆（桃生中） 
 ・副会長   及川てい子（北上中） 
        西 條 裕 哉（住吉中） 
        榊原  渉（女川小） 
 ・幹 事   渋谷雄二郎（開北小） 
        菊 地 一 貴（須江小） 
        鈴木善一郎（稲井中） 
        大 山  孝（河南東中） 

工 藤 敏 之（女川中） 
        斎 藤 智 哉（矢本一中） 
 ・県幹事   榊原  渉（女川小） 
        西 條 裕 哉（住吉中） 
 ・あゆみ編集 村 上 健 志（大曲小） 
 ・事務局   金 田 篤 樹（桃生中） 
 
３ 事業報告 
 （１）石教研・理科研究会総会  
    第１回役員会議   ５月１日（水） 
   ①平成２４年度活動報告・決算報告と承認 
   ②平成２５年度研究主題の設定・活動方針 
   ③平成２５年度活動計画 
   ④役員の選出・承認 
  
（２）第２回役員会議   6 月 26 日 
  ①報 告 SSH 事業の説明 
       県幹事会から 
  ②協 議 本年度事業について 
  ③その他 青少年のための科学の祭典につ

いて 
 
 
（３）自由研究理科作品教室 7 月 29 日（月） 

   ・会  場  宮城県石巻高等学校 
   ・内  容  夏休み自由研究・作品制作

にかかわるアドバイスなど
行う。 

 
 
 
（４）夏季研修会     ８月７日（水） 
  ・集合場所  宮城県石巻高等学校 
  ・内  容  石巻地区の地質巡検 
 
 
 

 
 
 
 
 
（５）第 17 回石巻地区児童生徒 

理科研究・作品展 
   ・日 時 10 月 12 日（土）～13 日（日） 
   ・会 場 ナリサワカルチャーギャラリー 
   ○石巻地区小・中学校の夏休み自由研究な

どの中から，小学校 160 点，中学校 76
点，合計２３６点の応募があった。 

   ○会員の研修も兼ねて研究・作品の評価を
行い，５分の１程度を優秀賞，他を入賞
として表彰した。 

   ○SSH 関連行事として，宮木サイエンスフ
ェスタ（１１月１６日（土）：仙台三高）
に１３点出品した。 

 
 
 （６）一斉研修会・講演会 
    ・日 時  １１月２２日（金） 
    ・会 場  桃生中学校 
   ○午前の部（講演会・実技研究会） 
     講演 
    ①演題「放射能に関する知識の理解」 
    ②講師 法政大学講師 中岡 章 先生 
     実技研究 
    ①霧箱による放射線の観察 
 
   ○午後の部（研修会・講演会） 
    実践レポートによる協議会 
    ①参加者自己紹介 
    ②レポートの発表 
    ③研究協議 
 
    講演 
    ①演題「学習指導要領が目指す理科教育」 
    ②講師 文部科学省初等中等教育局 
        教科調査官 村山 哲哉 先生 
 
 
  （７）実技研修会     １２月２６日（火） 
   ＊SSH 事業のとの共催 
    ・会 場 宮城県石巻高等学校 
    ・内 容 マイクロスケールキットによ

る実験の指導について 
 
   
  （８）第４回役員会議   ２月中旬 
    ①今年度の反省 
    ②次年度の活動計画案 
  

石 巻 地 区 
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仙 台 市 地 区

１ 研 究 主 題

（１）主 題

「科学する楽しさを体感できる子どもの

育成－実感を伴った理解を目指して－」

（２）授業を中心とした研究を重視し，各学

年毎に提案授業を行う。指導案検討会，

授業研究，事後検討会を通して，主題に

そった理科学習のあり方を探る。

２ 主 な 活 動

４月 代表者会・新役員の選出

会長 飯村 俊幸（館小学校長）

６月 定例全体会（会場：仙台市科学館）

研究主題の吟味と研究計画

学年別研究，授業者の選出

８月 夏季研修会（会場：仙台市科学館）

【時間：午前１０：００～１２：００】

「酸・アルカリの性質調べ」

・実験器具・試験紙などの扱い方

月 市児童生徒理科作品展10
（仙台市科学館と共催）

出点総数 ４１４点

研究の部 ２７７点

標本の部 ５７点

科学工作の部 ８０点

入場者数 ２９０３名

月 第１回授業研究会10
３年 小畑 雄一（太白小）

４年 紺野 正敏 (南中山小)

６年 小島 周一 (東長町小)

２月 第２回授業研究会

４年 三浦 裕介 （古城小）

５年 早坂 将和 （広瀬小）

６年 庄司 祐太 （作並小）

３ その他の活動

・児童生徒研究集録「私たちの研究」発行

・ 理科ワーク」編集協力「

・教師研究集録「跡」発行

・機関誌「セコイヤ」発行

４ 平成２４年度 役 員

会 長 飯村 俊幸（館小校長）

副 会 長 髙橋 嘉弘 (南中山小校長)

日下 孝 (人来田小校長)

川村 孝男（荒浜小校長）

丹野 富雄 (南光台小校長)

山田 洋一 (沖野東小校長)

鶴谷 研（若林小校長）

研修部長 飯野 正義（虹の丘小教諭）

授業研究 柳沼 和也（中野栄小教諭）

夏季研修 赤江 里香 (市名坂小教諭）

阿部 英徳 (木町通小教諭）あゆみ編集

跡 編 集 木村 孝徳 (愛子小教諭)

深瀬 光子（八幡小教諭）年度始研修

事業部長 多田 博茂 (長命ヶ丘小教諭）

セコイヤ 新谷 真吾 (四郎丸小教諭）

夏休み帳 川村 美智（桂小教諭）

鈴木 秀之 (根白石小教諭）私 た ち の 研 究

日下さだよ (高森東小教諭）科学館共催事業

西口なおみ（長町南小教諭）理科ワーク

理科 多田 博茂（長命ヶ丘小教諭）HP
事 務 局 石山 芳毅（館小教頭）

岩崎 隆（館小主幹教諭）

鎌田 悟朗 (館小教諭)

会員 ２１９名
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宮連小理科部会役員及び県運営だより平成２５年度

◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇役員及び各地区幹事

会 長 飯 村 俊 幸（仙台市・館小）

（ ）副会長 加 藤 宏 （涌谷町・月将館小） 豊 田 康 裕 気仙沼市・白山小

（ ）監 事 高 橋 英 昭（白石市・深谷小） 髙 橋 嘉 弘 仙台市・南中山小

０２２(３７ )３１３９〒 仙台市泉区館７－１－１７981-3214 TEL. 6
事務局石山 芳毅・岩崎 隆・鎌田 悟朗:

会員数：４９１名

◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇県 運 営 だ よ り

・大河原地区（４８名）

髙橋 英昭 （深谷小）

石塚 幸雄 （東根小）

小片 広典 （大河原小）

・仙台市地区（２１９名）

飯村 俊幸 （館小）

日下 孝（人来田小）

髙橋 嘉弘（南中山小）

・仙台地区（８１名）

佐藤 顕義（岩沼南小）

鎌倉 洋海 （吉田小）

安倍 浩一 （杉の入小）

・大崎地区（３５名）

加藤 宏 （月将館小）

佐藤 司 （上多田川小）

尾口 洋行（古川第一小）

・栗原地区（１８名）

菅原 太 （津久毛小）

曽根原 朗 （築館小）

長谷川 研 （一迫小）

・登米地区（１６名）

奥山 勉 （石森小）

菊 祐二郎（加賀野小）

千葉 貞孝 （柳津小）

佐々木 吉行 (石越小)
・本吉地区（２７名）

豊田 康裕（白山小）

千葉 英志（伊里前小）

中谷 泉（九条小）

・石巻地区（４７名）

榊原 渉 （女川小）

菊地 一貴 （須江小）

村上 健志 （大曲小）

第１回 県幹事会25.6. 28
・平成２４年度事業報告，会計報告

・平成２５年度役員選出

・平成２５年度事業計画，予算案

・ 理科教育のあゆみ」「

編集計画について

・２５年度理科教育研究大会大崎大

会について

「理科教育のあゆみ」第１回編集25.7.10
委員会

・体裁，規格，内容・編集日程等

第２回 県幹事会25.9. 6

「理科教育のあゆみ」第２回編集25.12.10
委員会

「理科教育のあゆみ」第３回編集26. 1.21
委員会

「理科教育のあゆみ」 第４回編集26. 2. 4
委員会

第３回 県幹事会26. 2.14
・年度末反省

・中間会計決算報告

・ 理科教育のあゆみ」配本「

・平成２６年度幹事名簿の報告依頼

・その他



編集後記 

「 理科と身近な『ものづくり』 」 

 

私は毎年仙台市児童・生徒理科作品展を楽しみにして

見に行きます。様々な研究に並んで，たくさんのアイデ

ィアを生かした理科工作が出品されています。私はこれ

らの理科工作を見るのが大好きです。どれも子どもの興

味・関心，そして面白いアイディアがたくさん詰まって

いるからです。 

「ものづくり」がこれまでの日本の発展を牽引し，こ

れからも日本の繁栄を支え続けることが，いろいろなと

ころで述べられています。様々な科学的・工学的なアプ

ローチを駆使して，世界に誇る「ものづくり」を進めて

いる日本という国は，理科教育を充実させてきた歴史を

もっています。 

ところで，昨年仙台市内の店舗で買い物をしていると，

身近な「ものづくり」に出会いました。「ＲB セラミッ

クス粒子を配合したゴム底を使用した滑りにくい履き

物」という商品が目に留まったのです。商品に付いてい

たタグには，「仙台市と仙台市産業振興事業団，東北大

学の堀切川研究室と複数の企業による産学官連携によ

り企画開発された商品」「堀切川一男教授らが開発した

ライスブラン(米ぬか)から製造するＲBセラミックス粒

子をゴムに配合し、スパイク効果や、路面の水分を吸収

する効果で滑りにくい」という説明が書いてありました。 

東北大学の先生が関わっている「産学官連携」という

ことで興味をもち，店主に話を聞くと熱心に堀切川先生

のことや摩擦についての研究のことを説明してくれま

した。大学の研究成果が生かされ，自分の工夫も入れた

商品を販売することが本当にうれしそうでした。ちなみ

にこの店主は，子どものころから理科が好きで，理科作

品展にも出品していたということでした。 

さて，この度「理科教育のあゆみ」第５２集の編集を

終え，今年度も県内各地からたくさんの理科教育のあゆ

みを皆様にご紹介することができます。まだまだ震災の

影響が残る中，時間を割いて原稿をお寄せいただいた先

生方に感謝いたしております。 

こうして私たちが学び合い，理科教育をさらに充実さ

せることで，理科が好きで理科を生かして日本を支える

子どもたちがますます増えることを祈念いたします。 

（参与 伊藤八十二） 

編集委員 

 

 会   長 飯村 俊幸（仙台市立館小学校長） 

 参   与 伊藤八十二（仙台市立沖野小学校教頭） 

 編集委員長 阿部 英徳（仙台市立木町通小学校） 

 

地区委員 

 大河原 日下 伸  （丸森町立大張小学校） 

 仙 台 斎藤 稔  （亘理町立高屋小学校） 

     佐藤 顕義 （岩沼市立岩沼南小学校教頭） 

 大 崎 日塔 正晃 （大崎市立三本木小学校） 

 栗 原 佐藤 重博 （栗原市立志波姫小学校） 

 登 米 佐藤 純  （登米市立北方小学校） 

 本 吉 中谷 泉  （気仙沼市立九条小学校） 

 石 巻 村上 健志 （東松島市立大曲小学校） 

 

仙台市（常任委員） 

     阿部 英徳 （仙台市立木町通小学校） 

     戸村 隆  （仙台市立東二番丁小学校） 

     市川 宏介 （仙台市立長町小学校） 

     小室 安子 （仙台市立北仙台小学校） 

     三浦 裕介 （仙台市立古城小学校） 

 

事務局（仙台市館小学校 TEL022-376-3139） 

     石山 芳毅 （館小学校教頭） 

     岩崎  隆  （館小学校主幹教諭） 

     鎌田 悟朗 （館小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本誌に掲載されている発表は，下記の市教研理科研

究部会のウェブページでも見られます。  

  http://www.sendai-c.ed.jp/~shorika/ 
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